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庄原市制施行
10周年
記念特集

vol.3

生涯学習の視点での10年

１　歴史・文化の伝承

博
物
館
・
資
料
館
が
伝
え
る

里
山
文
化

　　市
内
の
７
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ

市
町
と
し
て
歴
史
を
刻
み
、
美
し

い
里
山
環
境
の
も
と
で
、
心
豊
か

な
生
活
と
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
た
た
ら
製
鉄
に
象

徴
さ
れ
る
「
里
山
文
化
」
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
培
わ
れ
た
多

様
で
個
性
的
な
資
源
・
財
産
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

　現
在
、
国
・
県
・
市
の
指
定
を

受
け
た
文
化
財
が
２
４
３
件
あ

り
、
こ
こ
で
暮
ら
し
て
き
た
人
々

や
自
然
の
営
み
を
後
世
に
伝
え
る

貴
重
な
資
料
で
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
を
記
録
・
展
示
す
る
博
物
館

や
資
料
館
が
市
内
に
は
多
く
あ

り
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　平
成
24
年
度
に
は
、
中
国
山
地

で
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き

る
博
物
館
「
比
和
自
然
科
学
博
物

館
地
学
分
館
」
が
オ
ー
プ
ン
。
本

市
は
、
発
見
さ
れ
た
ク
ジ
ラ
化
石

の
種
類
・
数
と
も
日
本
一
を
誇
り
、

同
館
は
世
界
的
に
も
貴
重
な
ク
ジ

ラ
の
化
石
資
料
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

横 山 邦 和 さん

庄原市民俗芸能振興協議会 会長

　郷土芸能の継承は大きな課題で
す。継承には、まず自分の住んでい
る地域に誇りを持つこと。そうでな
ければ郷土芸能に誇りも持てませ

んし、地域の存続はありえません。
　私が指導している子ども神楽塾では、子どもたちが比婆荒
神神楽に魅力を感じて、頑張ってくれています。この積み重

ねが、自信と誇りへと変わり、郷土を愛する気持ちにつながっ
てくれればという思いです。うれしいことに、神楽塾を卒業
した子が比婆荒神神楽社に加入してくれています。この継続
が比婆荒神神楽の継承につながっていくものと期待していま
す。
　郷土芸能は大きな誇りであり財産です。戦後70年経ちま
すが、子どもたちが価値ある伝統文化をきちんと受け継ぎ、
古里を盛り上げてくれることが一番の願いです。
　それには、庄原市民俗芸能大会などの発表の場は大切で
す。気持ちの張り合いにもなり、出演団体の活力にもなりま
すので、継続して開催していきたいと思います。

合併から10年を振り返るシリーズ。
今月は生涯学習をテーマにお届けします。
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　同
年
11
月
25
日
に
は
市
内
の
指

定
民
俗
芸
能
団
体
が
一
堂
に
会
す

る
「
第
１
回
庄
原
市
民
俗
芸
能
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
以
来
、
隔
年

で
民
俗
芸
能
に
触
れ
る
機
会
を
市

民
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

郷
土
愛
を
育
む
事
業
を
展
開

　　こ
う
し
た
本
市
の
伝
統
や
文
化
・

自
然
・
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
興
味
や
関
心
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
、
市
は
「
郷
土
学
習

支
援
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　学
校
や
地
域
を
対
象
に
、
博
物

館
・
資
料
館
を
見
学
す
る
バ
ス
の

貸
し
出
し
を
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
24
年
度
か
ら
は
出
前
講
座

や
資
料
の
貸
し
出
し
、
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
、
郷
土
を
学

ぶ
機
会
を
提
供
。
事
業
を
利
用
す

る
学
校
や
地
域
が
年
々
増
え
て
い

ま
す
。

　さ
ら
に
23
年
度
か
ら
は
「
文
化

財
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」を
実
施
し
、

こ
の
講
座
か
ら
誕
生
し
た
ガ
イ
ド

が
、
学
校
や
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
郷
土
学
習
の
講
師
を
務
め

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
古
里
に
愛
着
を
持
つ
人
が

増
え
、
郷
土
文
化
の
継
承
へ
と
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能

　　文
化
財
の
中
で
も
、
と
り
わ
け

民
俗
文
化
財
は
、
そ
こ
に
生
き
る

人
々
の
暮
ら
し
と
共
に
守
り
継
が

れ
、
人
と
人
と
の
絆
や
地
域
の
つ

な
が
り
を
育
む
上
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
国
指
定

の
比
婆
荒
神
神
楽
を
含
む
15
件
の

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
が
、
保
存

団
体
な
ど
に
よ
っ
て
大
切
に
守
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
近
年
、
地
域
の
伝
統

的
行
事
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
民

俗
文
化
財
の
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
現
状
か
ら
、
そ
の
思
い
を
共

有
す
る
地
域
・
保
存
団
体
・
行
政

が
協
働
・
連
携
す
る
組
織
「
庄
原

市
民
俗
芸
能
振
興
協
議
会
」
が
平

成
19
年
２
月
１
日
に
結
成
。
こ
こ

か
ら
文
化
財
を
次
世
代
へ
伝
え
る

た
め
の
全
市
的
な
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

若 林 隆 志 さん

比和町郷土芸能振興会 会長

　４年に１度比和牛供養田植を実
施しています。現在、来年の開催
に向け準備を始めています。
　この催事で一番大変なのが牛の

確保です。大山信仰を起源とする牛の供養を主眼に置いて
いますので、毎回供養牛の確保が欠かせません。
　また、供養田や人手の確保にも課題がありますが、地域

の方や自治振興区の皆さんにご協力をいただきながら取り
組んでいます。
　私たちにはこうした文化を伝承していく責任がありま
す。そのためには、この地域でないと経験できないものを
今の子どもに教えていくことが大切です。ここでは比和中
学校の生徒に牛供養田植を指導していますが、地域の誇り
を持てるものであれば、神楽でも、供養田植でもいいと思
います。そのことが生まれ育った地を誇りに感じ、地域を
愛する心につながるのだと思います。
　将来、地域を離れたとしても、こうした経験や思い出は、
地域とつながる礎になると思います。

１_比和牛供養田植／２_比和自然科学博物館地学分館／３_比婆荒神
神楽／４_塩原の大山供養田植／５_比婆荒神神楽子ども神楽塾／６_
文化財ガイド養成講座／７_郷土学習支援事業による出前講座

４５

６

７
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子
ど
も
の
読
書
環
境
を
整
備

　　読
書
は
子
ど
も
た
ち
の
知
識
や

経
験
を
豊
か
に
し
、
人
格
形
成
の

上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
市
は
「
庄
原
市
子
ど
も
の
読

書
活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　市
立
図
書
館
で
は
、
読
書
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
「
お

話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
を
開
設

し
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
よ
る
学
校
で
の
「
朝
の
読
書

活
動
」
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
届
け
る

活
動
や
図
書
館
内
の
子
ど
も
コ
ー

市
民
に
身
近
な
図
書
館
へ

　　市
立
図
書
館
で
は
25
年
６
月
に

図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
更
新
。
こ
れ

に
合
わ
せ
、
図
書
利
用
カ
ー
ド
を

便
利
な
リ
ラ
イ
ト
カ
ー
ド
に
変

え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
よ
り
見

や
す
く
使
い
や
す
い
も
の
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、

貸
出
中
図
書
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
26

年
４
月
か
ら
は
開
館
日
・
開
館
時

間
を
見
直
し
、
特
に
西
城
分
館
の

開
館
時
間
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　今
後
は
学
校
図
書
館
と
の
連

携
・
支
援
、
専
門
的
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
体
制
づ
く
り
な
ど
、
市

民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
で
利
用
し

や
す
い
図
書
館
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

※
リ
ラ
イ
ト
カ
ー
ド
…
カ
ー
ド
に
借
り

た
本
の
名
・
返
却
日
な
ど
直
接
文
字
を

印
字･
消
去
で
き
、
繰
り
返
し
使
用
で

き
る
貸
し
出
し
カ
ー
ド
。

ナ
ー
の
充
実
な
ど
、
読
書
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
小
学
生
を
対
象
に
子

ど
も
の
読
書
活
動
を
進
め
る
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
「
子
ど
も
司
書

事
業
」
な
ど
に
よ
っ
て
、「
読
書

習
慣
が
身
に
付
く
」「
本
が
好
き

に
な
る
」
と
い
っ
た
成
果
に
結
び

つ
い
て
き
て
い
ま
す
。

　本
年
度
か
ら
は
学
校
図
書
館
担

当
職
員
を
４
人
か
ら
10
人
に
増
員

し
、読
書
が
児
童
生
徒
に
と
っ
て
、

よ
り
身
近
な
も
の
に
な
る
よ
う
学

校
図
書
館
の
運
営
や
自
主
的
な
読

書
活
動
を
支
援
し
、日
常
的
な「
読

む
」「
調
べ
る
」
と
い
う
習
慣
の

確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

立 花 有 佐 さん

読み語りボランティア
おはなしのいずみ　代表

　合併直後に市立図書館で開催
された読書ボランティア講座が
きっかけで、地域で活動していた
読書ボランティアが集まり、「お

はなしのいずみ」がスタートしました。今年で結成して10
年を迎えます。現在、子ども司書を経験した小学生から
70代までの27人で活動しています。
　主に月に一回、図書館でおはなし会を行ったり、市と連
携して乳幼児の健診会場で赤ちゃんに絵本を手渡したりし
ています。いつも図書館と話し合いながら、本に親しんで
もらう活動に取り組んでいます。
　絵本を読むだけで子どもたちの目が輝きます。１冊の本
が人生の助けになることもあると思います。子どもたちが
本に親しみ、本を好きになってくれるように、本の奥深さ、
すばらしさを伝えていきたい。10年活動してこれたことに
感謝し、これまで関わっていただいている皆さんとの関係
を大事に、今後も地道に活動を続けていきたいと思います。

２　読書活動の推進

１_おはなしのいずみに
よるおはなし会／２．３_
赤ちゃんに読み聞かせす
る子ども司書／４_さく
らスポーツクラブによる
グラウンドゴルフ教室／
５_レベルアップスポー
ツ教室

１
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市
民
ひ
と
り

１
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
へ

　ス
ポ
ー
ツ
は
体
力
の
維
持
向

上
、
健
康
長
寿
の
礎
で
あ
り
、
地

域
の
活
性
化
な
ど
に
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。
明
る
く
豊
か
で
活
力
に

満
ち
た
社
会
を
つ
く
る
上
で
欠
か

せ
な
い
こ
と
か
ら
、
市
は
19
年
３

月
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
を

策
定
。「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
」
実

現
の
た
め
、「
市
民
ひ
と
り
１
ス

ポ
ー
ツ
」
を
掲
げ
、「
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
機
会
の
充
実
」「
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
」「
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
」「
関
係

団
体
と
の
連
携
と
情
報
発
信
と
共

有
」「
競
技
力
の
向
上
・
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
と
い
う
基
本

体
系
を
設
定
し
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の

が
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
育
成
で
す
。
18
年
２
月
に
県
北

地
域
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
庄
原

さ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
は
住

民
主
体
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
市

総
合
体
育
館
を
拠
点
に
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
19
年
度
に
は
年
間
を
通
じ

て
11
種
目
延
べ
４
８
０
０
人
余
り

が
参
加
。
定
期
種
目
は
変
わ
り
つ

つ
も
26
年
度
に
は
延
べ
6
千
人
が

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で

は
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
招

き
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
経
験
と
卓
越

し
た
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で
、
競
技

力
や
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　さ
ら
に
本
年
度
か
ら
ア
ス
リ
ー

ト
教
室
が
ス
タ
ー
ト
。
市
内
小
学

生
を
対
象
に
、
陸
上
競
技
の
専
門

知
識
を
有
す
る
指
導
者
が
1
年
を

通
じ
て
指
導
を
行
い
、
基
礎
体
力

の
向
上
と
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
ど
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
の

養
成
を
目
指
し
ま
す
。

ら
す
こ
と
か
ら
、
本
市
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　本
市
出
身
の
選
手
が
世
界
や
全

国
で
活
躍
す
る
姿
は
、
夢
と
感
動

と
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
と
と
も

に
、
郷
土
愛
の
醸
成
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た

場
面
で
活
躍
で
き
る
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
選
手
の
育
成
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
20
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

参
加
す
る
な
ど
定
着
し
て
き
ま
し

た
。　今

後
は
、
同
様
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
市
内
各
地
域
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
は
青
少
年
の

心
身
の
健
全
な
発
達
を
促
し
た

り
、フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
を
培
っ

た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
養
う
と
い
っ
た
効
果
を
も
た

瀧 口 和 博 さん

NPO法人　ポラーノ

　これまで自主事業として、期間
限定で年12回のアスリート教室
を行っていましたが、今年からは
市バックアップのもと１年を通し
て30回の陸上競技教室を行います。
　ねらいとしては子どもたちの基礎体力づくりと、庄原市
の陸上の底上げをすること。この教室から将来トップアス
リートが出てきてくれたらと期待しています。
　それには大会参加を経験させ、目標を持たせること。６
月20日には４年生以上の小学生を対象に陸上記録会を行
います。この記録会は10月に開催される県民体育大会の
選考会も兼ねているので、記録が良ければ県民体育大会
に出場できます。昔と比較して、小学生のうちから全国大
会へ出場できるチャンスが高くなっているので、こうした
大会の経験が、子どもたちの可能性を広げると思っていま
すし、他の競技をしている子にも、陸上に興味を持ってく
れるきっかけになればと思っています。

３　スポーツの振興

４

５
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公
共
施
設
を
巡
る
情
勢

特
集
２公

共
施
設
の

あ
り
方
を
考
え
る

好
景
気
が
生
ん
だ
副
産
物

　昭
和
40
年
～
50
年
代
、
高
度
経

済
成
長
に
沸
い
た
日
本
。
景
気
の

上
昇
に
伴
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活

は
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
人
口
は

増
加
し
、
そ
れ
に
伴
う
道
路
や
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進

む
と
同
時
に
、
ハ
コ
モ
ノ
と
呼
ば

れ
る
公
共
施
設
も
次
々
と
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
抱
え
て
い
る
課
題

　あ
れ
か
ら
半
世
紀
を
経
て
、
人

口
減
少
社
会
を
迎
え
た
日
本
。
今

後
ま
す
ま
す
人
口
が
減
る
と
予
測

さ
れ
る
な
か
、
税
収
の
落
ち
込
み

に
加
え
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に

伴
う
修
繕
経
費
の
増
加
が
重
な
る

な
ど
、
自
治
体
に
か
か
る
財
政
へ

の
負
担
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て

同
様
の
施
設
を
複
数
抱
え
る
自
治

体
に
と
っ
て
は
、
よ
り
大
き
な
財

政
的
な
不
安
要
素
を
抱
え
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

迫
ら
れ
る
選
択

　公
共
施
設
は
刻
一
刻
と
老
朽
化

し
て
い
ま
す
。
耐
用
年
数
を
超
え

て
い
る
も
の
や
、
耐
震
性
が
低
下

し
て
い
る
施
設
も
あ
り
、
す
で
に

修
繕
・
建
て
替
え
が
必
要
な
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　使
い
続
け
て
い
く
の
か
、
更
新

し
な
い
の
か
―
。

　全
国
の
自
治
体
で
そ
の
選
択
が

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
身
近
に
存
在
す
る
「
公
共
施
設
」。

市
役
所
を
は
じ
め
、
集
会
所
や
学
校
な
ど
私

た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、
こ
の
公
共
施
設
に
大
き
な
問
題

が
忍
び
寄
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
公
共
施

設
の
更
新
問
題
」。
老
朽
化
、
耐
震
性
の
低
下
、

維
持
管
理
費
の
増
加
な
ど
施
設
ご
と
に
抱
え

る
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
近
い
将

来
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
施
設
に
改
修
や
建
て

替
え
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
莫
大

な
費
用
が
か
か
り
、
私
た
ち
の
未
来
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　今
月
は
こ
の
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

庄
原
市

北
秋
田
市

つ
が
る
市

稚
内
市

南
さ
つ
ま
市

備
前
市

大
田
市

伊
予
市

山
梨
市

大
川
市

相
馬
市

瀬
戸
内
市

読
谷
村

三
芳
町

全
市
町
村

8.98
8.56

8.07

7.22
6.87

6.36
6.03

5.67
5.11

4.56
4 3.89

2.83
2.4

3.42

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

庄原市 類似自治体
の平均

全市町村
の平均

8.98 

4.97 

3.42 

43,149
40,244

37,338
34,492

31,725
29,152 26,810

H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47
0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
（人）

将来推計

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

18000

M
24

M
33 S
2

S
10

S
20

S
24

S
27

S
29

S
31

S
33

S
35

S
37

S
39

S
41

S
43

S
45

S
47

S
49

S
51

S
53

S
55

S
57

S
59

S
61

S
63 H
2

H
4

H
6

H
8

H
10

H
12

H
14

H
16

H
18

H
20

H
22

H
24

（㎡）

築50年以上
約6％

築40年以上
約11％

築30年以上
約21％

旧耐震基準（昭和56年以前） 34％ 新耐震基準（昭和57年以降）66％

大規模修繕
建替え

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修繕
H25年度  更新費実績（約18億円）

40年間の試算
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H
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40年間の更新費用総額　  約1,250億円
総延べ床面積　  約  　37万㎡

学校
31.00%

市営住宅
13.20%

庁舎
6.50%

地域振興
6.20%

社会福祉
6.20%

社会教育
5.60%

保健衛生
5.50%

社会体育
4.80%

商工・観光
4.60%

普通財産  4.40%
下水道施設  1.70%

公園  1.10%
水道施設  0.20%

その他公用財産  1.30%
その他公共用財産  0.90%

農林業
6.90%

H17～22の人口：国勢調査
H27～47の人口：国立社会保障・人口問題研究所

●庄原市の公共施設の築年別整備状況

●１人当たり公共施設延床面積
　類似規模自治体との比較（人口37,500～40,000人）

●庄原市の公共施設の将来の更新費用の推計

●施設分類別延床面積割合

●庄原市の人口推移

●1人当たり公共施設延床面積
　類似規模自治体及び全国平均との比較
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庄
原
市
の
公
共
施
設
事
情

特集２　公共施設のあり方を考える

類
似
規
模
自
治
体
で
全
国
１
位

　で
は
、
庄
原
市
の
現
状
は
ど
う

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　市
の
保
有
す
る
公
共
施
設
は
、

市
役
所
庁
舎
や
小
中
学
校
と
い
っ

た
大
規
模
な
も
の
か
ら
、
小
規
模

な
集
会
所
や
ト
イ
レ
、
自
転
車
置

き
場
な
ど
あ
わ
せ
て
約
６
０
０
施

設
あ
り
ま
す
。
総
延
べ
床
面
積
は

約
37
万
㎡
（
平
成
25
年
度
末
）。

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
約
７
個
分
に

相
当
し
ま
す
。

　平
成
24
年
に
東
洋
大
学
Ｐ
Ｐ
Ｐ

研
究
セ
ン
タ
ー
が
全
国
９
８
１
自

治
体
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
庄
原

市
の
住
民
一
人
当
た
り
の
公
共
施

設
の
延
べ
床
面
積
は
８
・
98
㎡
。

こ
の
調
査
の
う
ち
、
人
口
規
模
が

庄
原
市
と
同
程
度
の
都
市
を
み
る

と
平
均
４
・
97
㎡
で
、
庄
原
市
の

８
・
98
㎡
は
ダ
ン
ト
ツ
の
１
位
と

い
う
結
果
で
し
た
。

　平
成
17
年
に
７
市
町
が
合
併

し
、
広
大
な
面
積
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
考
え
る
と
単
純
に
比
較
で

き
な
い
一
面
も
あ
り
ま
す
が
、
全

国
平
均
の
２
倍
以
上
の
面
積
を
有

し
て
い
る
事
実
を
受
け
止
め
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

更
新
費
用
に
毎
年
約
31
億
円

　仮
に
、
現
在
保
有
す
る
公
共
施

設
を
全
て
更
新
す
る
と
、
今
後
40

年
間
に
必
要
な
更
新
費
用
の
総
額

は
約
１
２
５
０
億
円
。
毎
年
約

31
億
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　こ
れ
は
、
平
成
25
年
度
に
公
共

施
設
に
か
け
て
き
た
投
資
的
経
費

（
改
修
、
建
て
替
え
な
ど
の
経
費
）

約
18
億
円
の
１
・
７
倍
。
本
市
の

本
年
度
予
算
の
一
般
会
計
総
額
が

３
１
１
億
８
４
４
１
万
円
で
す
の

で
、
そ
の
１
割
に
相
当
し
ま
す
。

　今
後
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
が

進
行
し
、
20
年
後
に
は
、
そ
の
約

40
％
が
築
50
年
以
上
と
な
る
こ
と

か
ら
、
大
規
模
改
修
、
建
て
替
え

な
ど
に
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ

と
は
明
ら
か
で
、
私
た
ち
の
子
や

孫
の
世
代
に
大
き
な
負
担
を
強
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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公用施設…市役所庁舎、消防格納庫など
農林業…ゆめさくら、遊YOUさろん東城、堆肥センターなど
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運営できる施設

同じ地域の中に
目的や機能が重複した

類似施設がある場合

維持管理費が
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交通の便が悪い施設
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古くなった施設
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●庄原市公共施設分類別延床面積割合

施設の必要性を
見直し、ニーズや
財政状況に見合っ
た内容に減らす
71.0%

既存の施設を現状
維持し、耐用年数
が経過したものは
同規模で建替える
14.8%

施設の必要性は
低いため、大幅に
減らす　7.8%

施設はまだ不足し
ているので、今後も
拡充する　4.2%

その他
2.1%
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　公
共
施
設
に
は
、
水
道
や
ご

み
処
理
、
道
路
や
橋
と
い
っ
た

私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
確
実

に
必
要
な
施
設
と
、
よ
り
文
化

的
で
健
全
な
生
活
を
送
る
た
め

に
必
要
な
施
設
と
に
大
き
く
分

か
れ
ま
す
。

　学
校
や
公
民
館
の
よ
う
な
も

の
は
後
者
で
、
絶
対
に
こ
れ
が

な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
整
理
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
議
論
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
必
要
で
あ
る
イ
ン

フ
ラ
の
経
費
も
抑
制
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
う

し
た
施
設
も
抑
制
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
な
り
ま
す
。
人
口
が

減
り
、
税
収
が
落
ち
込
み
、
維

持
経
費
が
膨
ら
む
中
で
、
手
を

つ
け
な
い
と
い
け
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。　そ

う
す
る
と
、
何
を
残
し
て

何
を
捨
て
て
い
く
の
か
。
何
も

捨
て
な
い
と
い
う
選
択
は
、
将

来
世
代
の
人
に
大
き
な
負
担
を

か
ぶ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
世
代
に
何
を
残
し
て
い
く
の

か
、
そ
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
の

世
代
で
ど
こ
ま
で
我
慢
す
る
の

か
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
今
の
生

き
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
捨

て
る
と
判
断
し
て
も
、
単
に
取

用のアイデアも生まれるかもしれません。地
元で活用が難しいのであれば、企業や事業
所などに紹介して活用法を検討してもらう
ことも有効かもしれません。
　一方で、早くあきらめるということも必要
だと思います。“もったいない”“何かに使
える”と思っても、一定のルールを決めた
ら思い切って整理していくことも必要。ほと
んど利用がない施設でも、例えば浄化槽が
あれば、管理費や法定検査料といった経費
がかかり続けるわけで、民間会社ではあり
えない。そうした経営感覚も必要だと思い
ます。
　ただし、何でも縮小するのではなく、必
要に応じて新しい施設の設置も検討してい
く必要もあると思います。

　公共施設は地域の拠点になっているもの
もあり、自治振興区でも考えなくてはいけな
い問題だと思います。ただ、“それが必要か
必要でないか”という議論よりも、“地域づ
くりをいかにしていくのか”という議論がま
ず必要だと思います。
　例えば敷信地域では、地域振興計画の中
で地域ブランド作りを盛り込んでいますが、
そのためには農産物を加工する作業所がほ
しいという声が上がっています。そこで、公
共施設ではありませんが、ＪＡ所有の加工
所が使われていないため、そこを活用させ
ていただこうと協議を進めています。
　こうした情報を自治振興区と行政が共有
する中で、横断的に協力し、地域づくりを
進めていけば無駄も減り、公共施設の利活

どういった地域づくりを行うのかという議論が、まず必要だと思います

西 村 和 之 さん

藤 谷 善 久 さん

県立広島大学環境科学科　教授

プロフィール
にしむら・かずゆき。兵庫県神戸市出身。昭和 35 年生まれ。
昭和 59 年麻布大学環境保健学部卒業。平成３年国立公衆衛
生院研究課程修了。Doctor of Public Health（国立公衆衛生
院 ) 博士（工学）( 東北大学）。平成３年国立公衆衛生院流動
研究員。平成６年東北大学助手。平成８年新日本気象海洋（株）
研究員。平成９年豊橋技術科学大学助教授。平成 13 年（独）
国立環境研究所主任研究員。平成 17 年から現職。庄原市在住。

庄原市自治振興区
連合会　会長

求められ
るものは

何か
　公共施設は市民の財産です。どの施設
も必要とされ建てられたものです。
　しかし、人口の減少に加え、社会情勢
やライフスタイルの変化などによって、
ニーズに対応できていない施設もあり、
十分に活用されていない現状がありま
す。これまで利用されることを前提とし
て設置された公共施設のあり方を見直す
ときが来ていると言えます。
　そこで求められるものとは何でしょう
か。
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特集２　公共施設のあり方を考える

右：備品のオークション会場とな
った体育館／右下：地元の皆さん
によるバザーも盛況／下：イベン
トを成功させた実行委員の皆さん

り
壊
す
の
で
は
な
く
、
地
域
の

歴
史
と
し
て
、
何
ら
か
の
形
で

残
し
て
行
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
当
然
残
す
べ
き
施

設
は
残
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
し
、
自
分
た
ち
が
生
き
て

い
く
上
で
譲
れ
な
い
も
の
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
現
在
と
人
口

規
模
が
同
じ
１
９
６
０
年
代
の

人
々
の
営
み
を
振
り
返
る
と
何

か
ヒ
ン
ト
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　庄
原
市
の
将
来
の
た
め
に
、

市
民
全
体
で
こ
う
し
た
議
論
が

も
っ
と
増
え
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

公共施設の有効活用の事例紹介

●秦野市（神奈川県）

庁舎敷地を活用した　　　　　　　　　　　　　
コンビニエンスストアの誘致
　近隣の公共施設の移転に伴い余裕ができた庁舎
駐車場を有効活用し、コンビニエンスストアを誘
致。土地賃貸料収入を得るとともに、24 時間年
中無休の公的サービス（市刊行物の販売、図書館
貸出本の返却受付、住民票の受け渡しなど）を提
供。市有建物を
使用しないコ
ンビニエンス
ストアを庁舎
敷地内に誘致
したのは、全国
で初めて。

保健福祉センターに郵便局を誘致し　　　　　　
証明書交付業務を実施
　余裕のある保健福祉センター 1階ロビーを有
効活用し、郵便局を誘致。「地方公共団体の特定
の事務の郵便局における取扱いに関する法律」に
基づき、住民票などの証明書交付業務を委託。建
物賃貸料収入を得るとともに、公務員を雇用しな
いで公共サー
ビスのネット
ワークの充実
と拡大を図っ
ている。

　総
領
町
の
旧
黒
目
小
学
校
を

改
築
し
、
カ
フ
ェ
を
営
ん
で
い

る
手
島
亜
希
さ
ん
。
今
年
３
月

19
日
に
旧
田
川
小
学
校
（
濁
川

町
）
で
開
催
さ
れ
た
、
学
校
備

品
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
廃

校
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
in
庄
原
」
を

主
催
し
た
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
感

じ
た
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　準
備
に
３
カ
月
、
整
理
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
備
品
が
多
く
、
も

の
す
ご
く
大
変
で
し
た
が
、
そ
の

間
、
普
段
交
わ
り
の
な
い
学
生
や

市
役
所
の
人
た
ち
と
一
緒
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
庄
原
に

対
す
る
強
い
思
い
を
感
じ
、
よ
り

一
層
庄
原
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　一
緒
に
行
っ
て
い
た
子
ど
も
た

ち
も
、
作
業
を
手
伝
っ
た
り
、
理

科
の
実
験
道
具
を
試
し
て
み
た

り
、
体
育
館
で
自
由
に
遊
べ
る
の

で
毎
週
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。「
庄
原
で
は
こ
う
い
う
遊
び

方
も
で
き
る
ん
だ
」
と
魅
力
に
感

じ
ま
し
た
。

　ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や

友
人
と
の
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま

し
た
し
、
何
よ
り
地
元
の
人
と
触

れ
合
え
、
学
校
に
対
す
る
思
い
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
と

て
も
大
き
く
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

対
す
る
思
い
も
新
た
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　イ
ベ
ン
ト
当
日
は
多
く
の
人
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
地
域
に
元
気

を
お
届
け
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
よ
う
に
地
元
の
方
と
一
緒

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
他
の
地
域

で
も
活
性
化
が
期
待
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
こ
ん
な
使

い
方
も
で
き
る
ん
だ
」
と
気
づ
く

こ
と
で
、
新
た
な
活
用
の
ヒ
ン
ト
が

見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

次世代に何をどう
残していくのか―

我々の生き方が
問われています

手島亜希さん
（総領町）

 9　2015.6 ／広報しょうばら



社会福祉法人 庄原さくら学園
住所：庄原市三日市町甲17-6
電話：0824-72-0884

廊下を交流スペースとして活用。入
居者と職員とのコミュニケーション
の場になっている。

教室をパー
テンション
で区切り、部
屋として活
用。

グラウンド
に設置され
ている椎茸
栽培用の雨
よけハウス。

グループホームそよ風（水越）
住所：庄原市水越町808-7
電話：0824-74-0919

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
公
共
施
設
を
活い

か
す

　障
害
者
の
自
立
支
援
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
る
社

会
福
祉
法
人
庄
原
さ
く
ら
学
園

は
、
休
校
中
だ
っ
た
水
後
小
学
校

（
水
越
町
）
を
活
用
し
、
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　「
休
校
に
な
っ
た
小
中
学
校
が

朽
ち
て
い
く
の
が
気
に
な
っ
て
い

た
」
と
話
す
の
は
、
同
学
園
理
事

長
の
八
谷
文
策
さ
ん
。「
空
い
た

校
舎
が
と
に
か
く
も
っ
た
い
な

か
っ
た
。
学
校
を
利
用
し
て
事
業

を
展
開
し
て
い
る
同
業
者
は
い
な

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
自
分
た

ち
が
や
っ
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
決
断
し
ま
し
た
」。

　さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
検
討
し
た

中
で
、
市
内
の
休
廃
校
と
な
っ
て

い
た
小
中
学
校
20
校
の
中
か
ら
、

水
後
小
学
校
を
選
定
。
そ
の
理
由

を
こ
う
語
り
ま
す
。「
候
補
に
挙

げ
た
地
域
に
事
業
説
明
に
伺
い
ま

し
た
が
、
地
域
の
方
が
も
ろ
手
を

挙
げ
て
来
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て

く
だ
さ
っ
た
の
は
水
後
だ
け
で
し

た
。『
と
に
か
く
、
学
校
に
電
気

が
つ
い
て
い
る
だ
け
で
い
い
』『
何

で
も
協
力
す
る
か
ら
』
と
い
う
声

が
決
め
手
で
し
た
」。

　市
か
ら
校
舎
と
土
地
合
わ
せ
て

約
８
千
㎡
を
借
り
受
け
、
改
修
な

ど
の
準
備
を
経
て
平
成
23
年
10

月
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
そ
よ
風
と

し
て
ス
タ
ー
ト
。
現
在
12
人
が
利

用
し
て
い
ま
す
。

　所
長
の
梶
川
順
司
さ
ん
は
「
校

舎
は
通
常
の
家
に
比
べ
て
、
と
に

か
く
広
い
。
教
室
を
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
二
つ
に
区
切
っ
て
部
屋

を
作
っ
て
い
る
の
で
、
一
人
一
人

の
部
屋
が
広
く
、
ゆ
っ
た
り
と
使

え
ま
す
。
ま
た
、
廊
下
な
ど
の
広

い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
利
用

者
同
士
の
交
流
の
場
に
も
な
り
、

職
員
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
な

ど
、
利
用
者
の
状
況
を
把
握
で
き

る
い
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
」
と

語
り
、
八
谷
さ
ん
も
「
声
を
掛
け

れ
ば
返
事
が
返
っ
て
く
る
と
い
う

環
境
が
あ
る
の
は
い
い
こ
と
。
ワ

ン
ル
ー
ム
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

は
、そ
う
は
い
か
な
い
で
す
か
ら
」

と
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
語
り
ま
す
。

「
た
だ
、
も
と
も
と
人
が
住
む
こ

と
を
前
提
に
作
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
ガ
ラ
ス
戸
が
大
き
く
ド
ア
に

隙
間
も
あ
り
、
冷
暖
房
が
き
き
に

く
い
。
夜
に
は
虫
が
入
っ
て
く
る

と
い
う
欠
点
は
あ
り
ま
す
」
と
二

人
は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
椎
茸
栽
培
用

の
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
を
設
置
。
地
元

の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
一
緒
に
栽
培
し
、
加
工
・
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。
25
年
10
月
に

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
角
に
就
労

移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援
・
生

活
介
護
の
３
事
業
を
行
う「
青
空
」

を
開
設
。
利
用
者
の
自
立
、
社
会

生
活
の
た
め
の
支
援
・
就
労
機
会

の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
は
、
事
業
所
と
し
て
地
域

の
夏
祭
り
行
事
に
参
加
す
る
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も

生
ま
れ
て
い
て
、「
ま
だ
実
現
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
喫
茶
店

を
開
い
て
、
地
域
の
人
に
気
軽
に

集
ま
っ
て
も
ら
え
る
場
所
に
し
て

い
き
た
い
」
と
八
谷
さ
ん
。

　「
う
ま
く
公
共
施
設
を
利
用
で

き
て
喜
ん
で
い
ま
す
が
、
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
す
が
、

我
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
ひ
と
つ
の

参
考
に
な
り
、
新
た
な
事
業
者
が

出
て
き
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で

す
ね
」。

八 谷 文 策 さん

社会福祉法人さくら学園
理事長
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今後の施設整備の方向性について、「ニーズや財政状況に見合った内容に
減らす」が71％と最も多く、「大幅に減らす」と合わせると約８0％が削減
の必要があると回答しています。

統廃合を進める上での視点について、「同じ地域の中に目的や機能が重複
した類似施設がある場合」が54％と最も多く、次いで「利用者が少ない施
設」49％、「維持管理費がかかりすぎる施設」「一部の個人・団体しか利用し
ていない施設」が約40％となっています。

その他
8.8%

公園1.1%
商工・観光

4.5%

社会体育
4.7%

保健衛生
5.5%

社会教育
5.5%
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6.1%

地域振興
6.1%

農林業
6.8%

公用施設
7.6%

市営住宅
13.0%

学校
30.5%

学校…小中学校、給食調理場など
公用施設…市役所庁舎、消防格納庫など
農林業…ゆめさくら、遊YOUさろん東城、堆肥センターなど
地域振興…自治振興センター、自治会館など
社会福祉…デイホーム、デイサービスセンター、保育所、
　　　　　子育て支援センター、ふれあいセンターなど
社会教育…市民会館、図書館、博物館など
保健衛生…保健福祉センター、診療所、リサイクルプラザなど
社会体育…体育館、スポーツ広場など
商工観光…道の駅、道後山クロカンパークなど

利用者が少ない施設

一部の個人・団体しか
利用していない施設

公共性が低く、民間で
運営できる施設

同じ地域の中に
目的や機能が重複した

類似施設がある場合

維持管理費が
かかりすぎる施設

交通の便が悪い施設

建物や設備が
古くなった施設

その他
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39.5%
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35.7%

2.1%

●庄原市公共施設分類別延床面積割合

施設の必要性を
見直し、ニーズや
財政状況に見合っ
た内容に減らす
71.0%

既存の施設を現状
維持し、耐用年数
が経過したものは
同規模で建替える
14.8%

施設の必要性は
低いため、大幅に
減らす　7.8%

施設はまだ不足し
ているので、今後も
拡充する　4.2%

その他
2.1%

その他
8.8%

公園1.1%
商工・観光

4.5%

社会体育
4.7%

保健衛生
5.5%

社会教育
5.5%

社会福祉
6.1%

地域振興
6.1%

農林業
6.8%

公用施設
7.6%

市営住宅
13.0%

学校
30.5%

学校…小中学校、給食調理場など
公用施設…市役所庁舎、消防格納庫など
農林業…ゆめさくら、遊YOUさろん東城、堆肥センターなど
地域振興…自治振興センター、自治会館など
社会福祉…デイホーム、デイサービスセンター、保育所、
　　　　　子育て支援センター、ふれあいセンターなど
社会教育…市民会館、図書館、博物館など
保健衛生…保健福祉センター、診療所、リサイクルプラザなど
社会体育…体育館、スポーツ広場など
商工観光…道の駅、道後山クロカンパークなど

利用者が少ない施設

一部の個人・団体しか
利用していない施設

公共性が低く、民間で
運営できる施設

同じ地域の中に
目的や機能が重複した

類似施設がある場合

維持管理費が
かかりすぎる施設

交通の便が悪い施設

建物や設備が
古くなった施設

その他

48.8%

39.5%

33.5%

54.1%

40.0%

17.1%

35.7%

2.1%

●庄原市公共施設分類別延床面積割合

施設の必要性を
見直し、ニーズや
財政状況に見合っ
た内容に減らす
71.0%

既存の施設を現状
維持し、耐用年数
が経過したものは
同規模で建替える
14.8%

施設の必要性は
低いため、大幅に
減らす　7.8%

施設はまだ不足し
ているので、今後も
拡充する　4.2%

その他
2.1%

皆さんの声が必要です
　今後の公共施設のあり方や、今回の
特集をご覧になった感想でもかまい
ません。ぜひ多くのご意見をお寄せく
ださい。
　ご意見は、ホームページ上にあるご
意見投稿フォームでお寄せください。
　また、市ホームページで計画素案を
公表し、パブリックコメントの募集を
行う予定です。
　市民の皆さんのご意見をお待ちし
ています。

●問い合わせ
管財課管財係　☎0824-73-1203

特集２　公共施設のあり方を考える

【
問
】
将
来
的
な
見
通
し
を
踏
ま
え
て
、
公
共
建
築

物
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

【
問
】
今
後
、
公
共
建
築
物
の
統
廃
合
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
、
あ
な
た
が
統
廃
合
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ

る
施
設
は
。（
複
数
回
答
）

　「公共施設等総合管理計画」は、市の保
有する全ての公共施設の更新・管理運営
に関する方針を示すものであり、重要な計
画です。そして、計画策定後は、個別の
施設ごとに統廃合、複合化、長寿命化な
ど具体的な方向性を検討していくことにな
ります。
　今回の特集でお知らせしたとおり、未来
の庄原市を担う次代の負担をできるだけ減
らすためには、施設量の縮減に向け取り組
みを進めていかなければなりません。
　しかし、単に効率面だけを重視するので
はなく、施設の機能や性質、地域事情など
も考慮し、本当に必要な施設を見極め、有
効活用を図っていく必要があります。今後
のまちづくりを考える上でも、市民の皆さ
んのご理解が不可欠と考えています。

加藤　孝 課長
管財課

市民アンケート結果（速報版）
　市は現在、「公共施設等総合管理計画」の策定に着手してい
ます。この計画の策定にあたり、市民の皆さんの施設利用状況
や今後の見直しに関する考え方などを把握し、方針検討の参考
とするため、本年４月に「公共建築物のあり方に関する市民ア
ンケート」を実施しました。（無作為抽出 3,000 人対象）
　このアンケート結果の一部をお知らせします。

庄原市の未来を左右する
公共施設のあり方について
ご意見をお聞かせください

Ｑ 今後の施設整備の方向性

Ａ 約８割が「減らす」と回答

　  同じ地域の中に類似施設がある場合
　  利用者が少ない施設

Ｑ 統廃合してもよい施設

Ａ
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請求を受けた
実施機関

請求
件数

公開・非公開などの内訳 不服申し
立て件数公開 部分公開 非公開

市長 38 11 19 ８ －
教育委員会 10 ３ ７ － －
選挙管理委員会 － － － － －
監査委員 － － － － －
公平委員会 － － － － －
農業委員会 １ － １ － －
水道事業管理者 － － － － －
病院管理者 － － － － －
議会 ３ ３ － － －

合計 52 17 27 ８ －

実施機関
区分

ファイル
の届け出

件数

開示
請求
件数

公開・非公開決定などの内訳

公開 非公開

市長 289 １ １ －
教育委員会 49 － － －
選挙管理委員会 １ － － －
監査委員 １ － － －
公平委員会 １ － － －
農業委員会 ５ － － －
固定資産評価審査委員会 － － － －
水道事業管理者 ６ － － －
病院管理者 ４ － － －
議会 ２ － － －

合計 358 １ １ －

区　　　分 予算額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
特別会計　合計 133億2,882万円 99億8,825万円 74.9％ 122億3,358万円 91.8％
国 民 健 康 保 険 44億2,456万円 35億2,691万円 79.7％ 41億3,929万円 93.6％
介 護 保 険 62億5,130万円 51億7,601万円 82.8％ 56億425万円 89.6％
公 共 下 水 道 事 業 8億6,406万円 3億4,906万円 40.4％ 8億687万円 93.4％
簡 易 水 道 事 業 4億767万円 1億7,038万円 41.8％ 3億9,306万円 96.4％
そ の 他 13億8,123万円 7億6,589万円 55.3％ 12億9,012万円 93.4％

水
道
事
業

収益的収支
収入 9億4,008万円 9億4,016万円 100.0%
支出 8億3,055万円 8億2,512万円 99.3%

資本的収支
収入 8億1,052万円 7億9,270万円 97.8%
支出 9億7,944万円 9億5,759万円 97.8%

病
院
事
業

収益的収支
収入 13億881万円 12億3,253万円 94.2%
支出 13億5,177万円 13億2,716万円 98.2%

資本的収支
収入 3,327万円 3,324万円 99.9%
支出 5,861万円 5,852万円 99.8%

基　　金 85億15万円（＋9億491万円）

地 域 振 興 基 金 37億8,725万円（－1億5,873万円）

財 政 調 整 基 金 34億1,484万円（＋9億5,312万円）

過疎地域自立促進基金 4億1,000万円（＋4億1,000万円）

そ 　 の 　 他 8億8,806万円（－2億9,948万円）

会計 区分 調定額 収入済額 収入率

一般

市 民 税 16億5,115万円 14億9,392万円 90.5%

固 定 資 産 税 21億8,872万円 18億9,908万円 86.8%

軽 自 動 車 税 1億2,053万円 1億1,542万円 95.8%

市 た ば こ 税 2億3,089万円 2億3,089万円 100.0%

鉱 産 税 43万円 43万円 99.6%

入 湯 税 1,593万円 1,571万円 98.7%

計 42億764万円 37億5,545万円 89.3%

国保 国民健康保険税 8億2,359万円 7億1,777万円 87.2%

市　債 562億7,393万円（－28億742万円）

一般会計 408億2,538万円（－20億2,935万円）

特別会計 117億1,724万円（－5億5,096万円）

企業会計 37億3,132万円（－2億2,709万円）

一時借入金 30億円 ※平成27年4月3日に全額返済。

予
算
の
執
行
状
況

平
成
26
年
度

財
政
課
財
政
係 
☎
0
8
2
4
―
73
―
1
1
2
9

公文書の公開と個人情報の運用状況
　平成26年度の庄原市の公文書の公開および個人情報の運用状況をお知らせします。
　市は、市政に関する情報を公開し、開かれた市政を推進することに努めています。
　また、その一方で個人情報の保護が重要であることを認識し、市が保有する個人情報について、個人情報保護条例
を制定しています。

①公文書の開示請求などの状況（H27.3.31現在）
②個人情報ファイルの届け出件数および
　自己情報開示などの請求件数（H27.3.31現在）

※情報公開に関する相談や公文書の閲覧などに応じるため、市
役所３階に閲覧室を設けています。閲覧を希望する人は総務課ま
でお問い合わせください。

　平
成
26
年
度
各
会
計
の
予
算
の
執
行
状
況（
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　な
お
、年
度
は
３
月
末
日
ま
で
で
す
が
、出
納
整
理
は
５
月
31
日
ま
で
行
い
ま
す
の
で
、今
回
お
知

ら
せ
す
る
額
が
そ
の
ま
ま
平
成
26
年
度
の
決
算
額
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
金
額
は
万
円

未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
の
で
、内
訳
の
合
計
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。）

負担した税金
市民１人当たり

10.1万
円

使ったお金
市民１人当たり

87.6万
円

※平成27年
３月31日現在の
人口：37,902人

※（　）は前年度比

市民１人当たり

借りているお金

107.7万
円

※一般会計

※（　）は前年度比

● 一般会計の収支の状況
予 算 額 331億8,981万円
収入済額 272億4,522万円 歳入

● 基金の現在高

● 市税の収入状況

● 市債の現在高

● 特別会計・企業会計の収支の状況

※個人情報ファイルの届け出件数とは、各課で個人情
報を扱っているファイルの届け出件数のことです。

総務課行政係 
☎0824-73-1123

予 算 額 331億8,981万円
支出済額 271億1,407万円歳出  （執行率81.7%）

（収入率82.1%）

一般会計
408億円

特別会計
117億円

企業会計
37億円

公共下水道事業

病院事業　4億円
水道事業 33億円

農業集落排水事業
35億円

簡易水道事業

その他 

59億円

20億円
3億円

民 生 費

0 50 100 150
（単位・億円）

公 債 費

総 務 費

土 木 費

教 育 費

そ の 他

予 算 額

支出済額

74億3,286万円

58億7,667万円

63億1,162万円

62億6,341万円

40億2,462万円

33億2,946万円

35億722万円

23億8,489万円

28億8,668万円

90億2,681万円

65億1,638万円

27億4,327万円

区　　　分 予算額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
特別会計　合計 133億2,882万円 99億8,825万円 74.9％ 122億3,358万円 91.8％
国 民 健 康 保 険 44億2,456万円 35億2,691万円 79.7％ 41億3,929万円 93.6％
介 護 保 険 62億5,130万円 51億7,601万円 82.8％ 56億425万円 89.6％
公 共 下 水 道 事 業 8億6,406万円 3億4,906万円 40.4％ 8億687万円 93.4％
簡 易 水 道 事 業 4億767万円 1億7,038万円 41.8％ 3億9,306万円 96.4％
そ の 他 13億8,123万円 7億6,589万円 55.3％ 12億9,012万円 93.4％

水
道
事
業

収益的収支
収入 9億4,008万円 9億4,016万円 100.0%
支出 8億3,055万円 8億2,512万円 99.3%

資本的収支
収入 8億1,052万円 7億9,270万円 97.8%
支出 9億7,944万円 9億5,759万円 97.8%

病
院
事
業

収益的収支
収入 13億881万円 12億3,253万円 94.2%
支出 13億5,177万円 13億2,716万円 98.2%

資本的収支
収入 3,327万円 3,324万円 99.9%
支出 5,861万円 5,852万円 99.8%

基　　金 85億15万円（＋9億491万円）

地 域 振 興 基 金 37億8,725万円（－1億5,873万円）

財 政 調 整 基 金 34億1,484万円（＋9億5,312万円）

過疎地域自立促進基金 4億1,000万円（＋4億1,000万円）

そ 　 の 　 他 8億8,806万円（－2億9,948万円）

会計 区分 調定額 収入済額 収入率

一般

市 民 税 16億5,115万円 14億9,392万円 90.5%

固 定 資 産 税 21億8,872万円 18億9,908万円 86.8%

軽 自 動 車 税 1億2,053万円 1億1,542万円 95.8%

市 た ば こ 税 2億3,089万円 2億3,089万円 100.0%

鉱 産 税 43万円 43万円 99.6%

入 湯 税 1,593万円 1,571万円 98.7%

計 42億764万円 37億5,545万円 89.3%

国保 国民健康保険税 8億2,359万円 7億1,777万円 87.2%

市　債 562億7,393万円（－28億742万円）

一般会計 408億2,538万円（－20億2,935万円）

特別会計 117億1,724万円（－5億5,096万円）

企業会計 37億3,132万円（－2億2,709万円）

一時借入金 30億円 ※平成27年4月3日に全額返済。

区　　　分 予算額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
特別会計　合計 133億2,882万円 99億8,825万円 74.9％ 122億3,358万円 91.8％
国 民 健 康 保 険 44億2,456万円 35億2,691万円 79.7％ 41億3,929万円 93.6％
介 護 保 険 62億5,130万円 51億7,601万円 82.8％ 56億425万円 89.6％
公 共 下 水 道 事 業 8億6,406万円 3億4,906万円 40.4％ 8億687万円 93.4％
簡 易 水 道 事 業 4億767万円 1億7,038万円 41.8％ 3億9,306万円 96.4％
そ の 他 13億8,123万円 7億6,589万円 55.3％ 12億9,012万円 93.4％

水
道
事
業

収益的収支
収入 9億4,008万円 9億4,016万円 100.0%
支出 8億3,055万円 8億2,512万円 99.3%

資本的収支
収入 8億1,052万円 7億9,270万円 97.8%
支出 9億7,944万円 9億5,759万円 97.8%

病
院
事
業

収益的収支
収入 13億881万円 12億3,253万円 94.2%
支出 13億5,177万円 13億2,716万円 98.2%

資本的収支
収入 3,327万円 3,324万円 99.9%
支出 5,861万円 5,852万円 99.8%

基　　金 85億15万円（＋9億491万円）

地 域 振 興 基 金 37億8,725万円（－1億5,873万円）

財 政 調 整 基 金 34億1,484万円（＋9億5,312万円）

過疎地域自立促進基金 4億1,000万円（＋4億1,000万円）

そ 　 の 　 他 8億8,806万円（－2億9,948万円）

会計 区分 調定額 収入済額 収入率

一般

市 民 税 16億5,115万円 14億9,392万円 90.5%

固 定 資 産 税 21億8,872万円 18億9,908万円 86.8%

軽 自 動 車 税 1億2,053万円 1億1,542万円 95.8%

市 た ば こ 税 2億3,089万円 2億3,089万円 100.0%

鉱 産 税 43万円 43万円 99.6%

入 湯 税 1,593万円 1,571万円 98.7%

計 42億764万円 37億5,545万円 89.3%

国保 国民健康保険税 8億2,359万円 7億1,777万円 87.2%

市　債 562億7,393万円（－28億742万円）

一般会計 408億2,538万円（－20億2,935万円）

特別会計 117億1,724万円（－5億5,096万円）

企業会計 37億3,132万円（－2億2,709万円）

一時借入金 30億円 ※平成27年4月3日に全額返済。

区　　　分 予算額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
特別会計　合計 133億2,882万円 99億8,825万円 74.9％ 122億3,358万円 91.8％
国 民 健 康 保 険 44億2,456万円 35億2,691万円 79.7％ 41億3,929万円 93.6％
介 護 保 険 62億5,130万円 51億7,601万円 82.8％ 56億425万円 89.6％
公 共 下 水 道 事 業 8億6,406万円 3億4,906万円 40.4％ 8億687万円 93.4％
簡 易 水 道 事 業 4億767万円 1億7,038万円 41.8％ 3億9,306万円 96.4％
そ の 他 13億8,123万円 7億6,589万円 55.3％ 12億9,012万円 93.4％

水
道
事
業

収益的収支
収入 9億4,008万円 9億4,016万円 100.0%
支出 8億3,055万円 8億2,512万円 99.3%

資本的収支
収入 8億1,052万円 7億9,270万円 97.8%
支出 9億7,944万円 9億5,759万円 97.8%

病
院
事
業

収益的収支
収入 13億881万円 12億3,253万円 94.2%
支出 13億5,177万円 13億2,716万円 98.2%

資本的収支
収入 3,327万円 3,324万円 99.9%
支出 5,861万円 5,852万円 99.8%

基　　金 85億15万円（＋9億491万円）

地 域 振 興 基 金 37億8,725万円（－1億5,873万円）

財 政 調 整 基 金 34億1,484万円（＋9億5,312万円）

過疎地域自立促進基金 4億1,000万円（＋4億1,000万円）

そ 　 の 　 他 8億8,806万円（－2億9,948万円）

会計 区分 調定額 収入済額 収入率

一般

市 民 税 16億5,115万円 14億9,392万円 90.5%

固 定 資 産 税 21億8,872万円 18億9,908万円 86.8%

軽 自 動 車 税 1億2,053万円 1億1,542万円 95.8%

市 た ば こ 税 2億3,089万円 2億3,089万円 100.0%

鉱 産 税 43万円 43万円 99.6%

入 湯 税 1,593万円 1,571万円 98.7%

計 42億764万円 37億5,545万円 89.3%

国保 国民健康保険税 8億2,359万円 7億1,777万円 87.2%

市　債 562億7,393万円（－28億742万円）

一般会計 408億2,538万円（－20億2,935万円）

特別会計 117億1,724万円（－5億5,096万円）

企業会計 37億3,132万円（－2億2,709万円）

一時借入金 30億円 ※平成27年4月3日に全額返済。 地方交付税

0 50 100 150
（単位・億円）

市 税

国庫支出金

県支出金

そ の 他

予 算 額

収入済額

156億4,140万円

160億1,358万円

38億1,299万円

37億5,545万円

32億7,443万円
23億8,573万円

24億1,160万円

15億7,466万円

80億4,940万円
35億1,580万円

広報しょうばら／ 2015.6　12

請求を受けた
実施機関

請求
件数

公開・非公開などの内訳 不服申し
立て件数公開 部分公開 非公開

市長 38 11 19 ８ －
教育委員会 10 ３ ７ － －
選挙管理委員会 － － － － －
監査委員 － － － － －
公平委員会 － － － － －
農業委員会 １ － １ － －
水道事業管理者 － － － － －
病院管理者 － － － － －
議会 ３ ３ － － －

合計 52 17 27 ８ －

実施機関
区分

ファイル
の届け出

件数

開示
請求
件数

公開・非公開決定などの内訳

公開 非公開

市長 289 １ １ －
教育委員会 49 － － －
選挙管理委員会 １ － － －
監査委員 １ － － －
公平委員会 １ － － －
農業委員会 ５ － － －
固定資産評価審査委員会 － － － －
水道事業管理者 ６ － － －
病院管理者 ４ － － －
議会 ２ － － －

合計 358 １ １ －

区　　　分 予算額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
特別会計　合計 133億2,882万円 99億8,825万円 74.9％ 122億3,358万円 91.8％
国 民 健 康 保 険 44億2,456万円 35億2,691万円 79.7％ 41億3,929万円 93.6％
介 護 保 険 62億5,130万円 51億7,601万円 82.8％ 56億425万円 89.6％
公 共 下 水 道 事 業 8億6,406万円 3億4,906万円 40.4％ 8億687万円 93.4％
簡 易 水 道 事 業 4億767万円 1億7,038万円 41.8％ 3億9,306万円 96.4％
そ の 他 13億8,123万円 7億6,589万円 55.3％ 12億9,012万円 93.4％

水
道
事
業

収益的収支
収入 9億4,008万円 9億4,016万円 100.0%
支出 8億3,055万円 8億2,512万円 99.3%

資本的収支
収入 8億1,052万円 7億9,270万円 97.8%
支出 9億7,944万円 9億5,759万円 97.8%

病
院
事
業

収益的収支
収入 13億881万円 12億3,253万円 94.2%
支出 13億5,177万円 13億2,716万円 98.2%

資本的収支
収入 3,327万円 3,324万円 99.9%
支出 5,861万円 5,852万円 99.8%

基　　金 85億15万円（＋9億491万円）

地 域 振 興 基 金 37億8,725万円（－1億5,873万円）

財 政 調 整 基 金 34億1,484万円（＋9億5,312万円）

過疎地域自立促進基金 4億1,000万円（＋4億1,000万円）

そ 　 の 　 他 8億8,806万円（－2億9,948万円）

会計 区分 調定額 収入済額 収入率

一般

市 民 税 16億5,115万円 14億9,392万円 90.5%

固 定 資 産 税 21億8,872万円 18億9,908万円 86.8%

軽 自 動 車 税 1億2,053万円 1億1,542万円 95.8%

市 た ば こ 税 2億3,089万円 2億3,089万円 100.0%

鉱 産 税 43万円 43万円 99.6%

入 湯 税 1,593万円 1,571万円 98.7%

計 42億764万円 37億5,545万円 89.3%

国保 国民健康保険税 8億2,359万円 7億1,777万円 87.2%

市　債 562億7,393万円（－28億742万円）

一般会計 408億2,538万円（－20億2,935万円）

特別会計 117億1,724万円（－5億5,096万円）

企業会計 37億3,132万円（－2億2,709万円）

一時借入金 30億円 ※平成27年4月3日に全額返済。
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公文書の公開と個人情報の運用状況
　平成26年度の庄原市の公文書の公開および個人情報の運用状況をお知らせします。
　市は、市政に関する情報を公開し、開かれた市政を推進することに努めています。
　また、その一方で個人情報の保護が重要であることを認識し、市が保有する個人情報について、個人情報保護条例
を制定しています。

①公文書の開示請求などの状況（H27.3.31現在）
②個人情報ファイルの届け出件数および
　自己情報開示などの請求件数（H27.3.31現在）

※情報公開に関する相談や公文書の閲覧などに応じるため、市
役所３階に閲覧室を設けています。閲覧を希望する人は総務課ま
でお問い合わせください。

　平
成
26
年
度
各
会
計
の
予
算
の
執
行
状
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平
成
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年
３
月
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日
現
在
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負担した税金
市民１人当たり

10.1万
円

使ったお金
市民１人当たり

87.6万
円

※平成27年
３月31日現在の
人口：37,902人

※（　）は前年度比

市民１人当たり

借りているお金

107.7万
円

※一般会計

※（　）は前年度比

● 一般会計の収支の状況
予 算 額 331億8,981万円
収入済額 272億4,522万円 歳入

● 基金の現在高

● 市税の収入状況

● 市債の現在高

● 特別会計・企業会計の収支の状況

※個人情報ファイルの届け出件数とは、各課で個人情
報を扱っているファイルの届け出件数のことです。

総務課行政係 
☎0824-73-1123

予 算 額 331億8,981万円
支出済額 271億1,407万円歳出  （執行率81.7%）

（収入率82.1%）

一般会計
408億円

特別会計
117億円

企業会計
37億円

公共下水道事業

病院事業　4億円
水道事業 33億円

農業集落排水事業
35億円

簡易水道事業

その他 

59億円

20億円
3億円

民 生 費

0 50 100 150
（単位・億円）

公 債 費

総 務 費

土 木 費

教 育 費

そ の 他

予 算 額

支出済額

74億3,286万円

58億7,667万円

63億1,162万円

62億6,341万円

40億2,462万円

33億2,946万円

35億722万円

23億8,489万円

28億8,668万円

90億2,681万円

65億1,638万円

27億4,327万円

区　　　分 予算額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
特別会計　合計 133億2,882万円 99億8,825万円 74.9％ 122億3,358万円 91.8％
国 民 健 康 保 険 44億2,456万円 35億2,691万円 79.7％ 41億3,929万円 93.6％
介 護 保 険 62億5,130万円 51億7,601万円 82.8％ 56億425万円 89.6％
公 共 下 水 道 事 業 8億6,406万円 3億4,906万円 40.4％ 8億687万円 93.4％
簡 易 水 道 事 業 4億767万円 1億7,038万円 41.8％ 3億9,306万円 96.4％
そ の 他 13億8,123万円 7億6,589万円 55.3％ 12億9,012万円 93.4％

水
道
事
業

収益的収支
収入 9億4,008万円 9億4,016万円 100.0%
支出 8億3,055万円 8億2,512万円 99.3%

資本的収支
収入 8億1,052万円 7億9,270万円 97.8%
支出 9億7,944万円 9億5,759万円 97.8%

病
院
事
業

収益的収支
収入 13億881万円 12億3,253万円 94.2%
支出 13億5,177万円 13億2,716万円 98.2%

資本的収支
収入 3,327万円 3,324万円 99.9%
支出 5,861万円 5,852万円 99.8%

基　　金 85億15万円（＋9億491万円）

地 域 振 興 基 金 37億8,725万円（－1億5,873万円）

財 政 調 整 基 金 34億1,484万円（＋9億5,312万円）

過疎地域自立促進基金 4億1,000万円（＋4億1,000万円）

そ 　 の 　 他 8億8,806万円（－2億9,948万円）

会計 区分 調定額 収入済額 収入率

一般

市 民 税 16億5,115万円 14億9,392万円 90.5%

固 定 資 産 税 21億8,872万円 18億9,908万円 86.8%

軽 自 動 車 税 1億2,053万円 1億1,542万円 95.8%

市 た ば こ 税 2億3,089万円 2億3,089万円 100.0%

鉱 産 税 43万円 43万円 99.6%

入 湯 税 1,593万円 1,571万円 98.7%

計 42億764万円 37億5,545万円 89.3%

国保 国民健康保険税 8億2,359万円 7億1,777万円 87.2%

市　債 562億7,393万円（－28億742万円）

一般会計 408億2,538万円（－20億2,935万円）

特別会計 117億1,724万円（－5億5,096万円）

企業会計 37億3,132万円（－2億2,709万円）

一時借入金 30億円 ※平成27年4月3日に全額返済。

区　　　分 予算額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
特別会計　合計 133億2,882万円 99億8,825万円 74.9％ 122億3,358万円 91.8％
国 民 健 康 保 険 44億2,456万円 35億2,691万円 79.7％ 41億3,929万円 93.6％
介 護 保 険 62億5,130万円 51億7,601万円 82.8％ 56億425万円 89.6％
公 共 下 水 道 事 業 8億6,406万円 3億4,906万円 40.4％ 8億687万円 93.4％
簡 易 水 道 事 業 4億767万円 1億7,038万円 41.8％ 3億9,306万円 96.4％
そ の 他 13億8,123万円 7億6,589万円 55.3％ 12億9,012万円 93.4％

水
道
事
業

収益的収支
収入 9億4,008万円 9億4,016万円 100.0%
支出 8億3,055万円 8億2,512万円 99.3%

資本的収支
収入 8億1,052万円 7億9,270万円 97.8%
支出 9億7,944万円 9億5,759万円 97.8%

病
院
事
業

収益的収支
収入 13億881万円 12億3,253万円 94.2%
支出 13億5,177万円 13億2,716万円 98.2%

資本的収支
収入 3,327万円 3,324万円 99.9%
支出 5,861万円 5,852万円 99.8%

基　　金 85億15万円（＋9億491万円）

地 域 振 興 基 金 37億8,725万円（－1億5,873万円）

財 政 調 整 基 金 34億1,484万円（＋9億5,312万円）

過疎地域自立促進基金 4億1,000万円（＋4億1,000万円）

そ 　 の 　 他 8億8,806万円（－2億9,948万円）

会計 区分 調定額 収入済額 収入率

一般

市 民 税 16億5,115万円 14億9,392万円 90.5%

固 定 資 産 税 21億8,872万円 18億9,908万円 86.8%

軽 自 動 車 税 1億2,053万円 1億1,542万円 95.8%

市 た ば こ 税 2億3,089万円 2億3,089万円 100.0%

鉱 産 税 43万円 43万円 99.6%

入 湯 税 1,593万円 1,571万円 98.7%

計 42億764万円 37億5,545万円 89.3%

国保 国民健康保険税 8億2,359万円 7億1,777万円 87.2%

市　債 562億7,393万円（－28億742万円）

一般会計 408億2,538万円（－20億2,935万円）

特別会計 117億1,724万円（－5億5,096万円）

企業会計 37億3,132万円（－2億2,709万円）

一時借入金 30億円 ※平成27年4月3日に全額返済。

区　　　分 予算額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
特別会計　合計 133億2,882万円 99億8,825万円 74.9％ 122億3,358万円 91.8％
国 民 健 康 保 険 44億2,456万円 35億2,691万円 79.7％ 41億3,929万円 93.6％
介 護 保 険 62億5,130万円 51億7,601万円 82.8％ 56億425万円 89.6％
公 共 下 水 道 事 業 8億6,406万円 3億4,906万円 40.4％ 8億687万円 93.4％
簡 易 水 道 事 業 4億767万円 1億7,038万円 41.8％ 3億9,306万円 96.4％
そ の 他 13億8,123万円 7億6,589万円 55.3％ 12億9,012万円 93.4％

水
道
事
業

収益的収支
収入 9億4,008万円 9億4,016万円 100.0%
支出 8億3,055万円 8億2,512万円 99.3%

資本的収支
収入 8億1,052万円 7億9,270万円 97.8%
支出 9億7,944万円 9億5,759万円 97.8%

病
院
事
業

収益的収支
収入 13億881万円 12億3,253万円 94.2%
支出 13億5,177万円 13億2,716万円 98.2%

資本的収支
収入 3,327万円 3,324万円 99.9%
支出 5,861万円 5,852万円 99.8%

基　　金 85億15万円（＋9億491万円）

地 域 振 興 基 金 37億8,725万円（－1億5,873万円）

財 政 調 整 基 金 34億1,484万円（＋9億5,312万円）

過疎地域自立促進基金 4億1,000万円（＋4億1,000万円）

そ 　 の 　 他 8億8,806万円（－2億9,948万円）

会計 区分 調定額 収入済額 収入率

一般

市 民 税 16億5,115万円 14億9,392万円 90.5%

固 定 資 産 税 21億8,872万円 18億9,908万円 86.8%

軽 自 動 車 税 1億2,053万円 1億1,542万円 95.8%

市 た ば こ 税 2億3,089万円 2億3,089万円 100.0%

鉱 産 税 43万円 43万円 99.6%

入 湯 税 1,593万円 1,571万円 98.7%

計 42億764万円 37億5,545万円 89.3%

国保 国民健康保険税 8億2,359万円 7億1,777万円 87.2%

市　債 562億7,393万円（－28億742万円）

一般会計 408億2,538万円（－20億2,935万円）

特別会計 117億1,724万円（－5億5,096万円）

企業会計 37億3,132万円（－2億2,709万円）

一時借入金 30億円 ※平成27年4月3日に全額返済。 地方交付税

0 50 100 150
（単位・億円）

市 税

国庫支出金

県支出金

そ の 他

予 算 額

収入済額

156億4,140万円

160億1,358万円

38億1,299万円

37億5,545万円

32億7,443万円
23億8,573万円

24億1,160万円

15億7,466万円

80億4,940万円
35億1,580万円
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庄原市に光がやってきます

その５

情
報
政
策
課
情
報
政
策
係

　☎
０
８
２
４‐73‐１
１
１
３

広
報
広
聴
係

　☎
０
８
２
４‐73‐１
１
５
９

住
民
告
知
端
末
使
用
申
請
書
を

　
　
　
　
　

受
け
付
け
て
い
ま
す
！

　平
成
27
年
度
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
整
備
さ

れ
る
エ
リ
ア
（
下
の
表
参
照
）
の
住
民
の
皆

さ
ん
に
は
、
自
治
会
単
位
で
説
明
会
を
開
催

す
る
な
ど
し
て
、
住
民
告
知
端
末
使
用
申
請

書
を
配
布
し
申
請
書
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
請
書
は
自
治
会
を
通
じ
て
提
出
し
て

い
た
だ
く
か
、情
報
政
策
課（
本
庁
舎
3
階
）・

東
城
支
所
総
務
室
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。　ま

た
、
企
業
・
事
業
所
な
ど
に
は
、
申
請

書
を
持
っ
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
販
売
委
託
関

連
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
中
国
支
店
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ロ
ン
ト
中
国
支
店
・
エ
フ
テ
ィ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
販
売
特
約
店
）
の
担
当
者

が
訪
問
し
て
い
ま
す
。

※
申
請
書
は
情
報
政
策
課
（
本
庁
舎
3
階
）・

東
城
支
所
総
務
室
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
（
株
）
が

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　平
成
27
年
度
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
整
備
さ

れ
る
エ
リ
ア
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
幹
線
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
隣

住
民
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　工
事
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
委
託
先
で
あ
る

㈱
ソ
ル
コ
ム
広
島
支
店
が
行
っ
て
お
り
、
作

業
員
は
「
庄
原
市
超
高
速
情
報
通
信
網
整
備

工
事
従
事
者
」
と
記
載
し
た
腕
章
を
着
用
し

て
い
ま
す
。

　「光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
整
備
さ
れ
る
。
電
話

機
を
新
し
く
し
な
い
と
対
応
で
き
な
い
の

で
、
買
い
替
え
な
い
か
？
」
と
訪
問
し
て
き

た
業
者
か
ら
電
話
機
の
購
入
を
す
す
め
ら
れ

た
と
い
う
報
告
が
市
民
の
方
か
ら
あ
り
ま
し

た
。
今
回
、導
入
す
る
告
知
シ
ス
テ
ム
で
は
、

現
在
使
用
中
の
電
話
機
を
そ
の
ま
ま
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
た
に
電
話
機
を
購

入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
引
き
込
み
工
事

に
つ
い
て
は
、
住
民
の
方
、
市
内
に
所
在
す

る
事
業
所
な
ど
は
、
標
準
的
な
工
事
で
あ
れ

ば
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
工
事
費
が
必

要
な
場
合
も
そ
の
場
で
工
事
費
を
請
求
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決
し
て
そ
の
場
で
お

金
を
支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

庄
原
市
に
光
が
や
っ
て
き
ま
す

詐
欺
に

気
を
つ
け
る
ん
じ
ゃ
！

　●平成27年度整備エリア
庄原地域の庄原・
山内電話交換局
管内のうち

西本町・中本町・東本町（二丁目のうち西城川沿いの一部を除く）・
本町・川手町・宮内町のうち美湯ハイツ・一木町・板橋町（高丸
山から南の地域を除く）・新庄町（竹の迫池から東の地域を除く）・
是松町（中国道から東の地域及び赤川電話交換局管内を除く）・
三日市町・戸郷町・上原町・七塚町・田原町・市町・掛田町・本
郷町・殿垣内町・山内町・木戸町・川北町（市場のうち川北川よ
り南の地域、富田地域のみ）・門田町（西城川から南の地域のみ）

東城地域の東城
電話交換局管内
のうち次の区域

東城町東城・川西（陰地下の一部・市営川西住宅・比奈上・比奈
下の一部・宮平・下川西奥の一部を除く）・川東・福代・戸宇・
新福代
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　　　　 庄原いちばん

　　　　 デジタルフォトコンテスト
第２回

第１回庄原いちばんデジタルフォトコンテスト
年間グランプリ作品

作品名：茜色の街へお帰り
立花敏之さん（三日市町）

まちづくり
感謝状

候補者を募集自治定住課自治まちづくり係　☎ 0824-73-1209

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む

個
人
・
団
体
な
ど
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
す

　

　市
は
本
年
度
か
ら
、
地
域
で
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
継
続
し
て
い
る
個
人
・
団
体
・
事
業

所
に
「
ま
ち
づ
く
り
感
謝
状
」
を
贈
呈
し
ま

す
。
こ
の
感
謝
状
の
贈
呈
に
ふ
さ
わ
し
い
候

補
者
の
推
薦
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。

対
象
者

　

　平
成
27
年
4
月
1
日
時
点
で
、
お
お
む
ね

５
年
以
上
活
動
し
て
い
る
個
人
・
団
体
・
事

業
所

対
象
と
す
る
活
動

　清
掃
や
交
通
安
全
、
森
林
や
希
少
動
物
の

保
護
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
。
定
例

行
事
や
業
務
に
よ
ら
ず
自
発
的
・
積
極
的
に

行
い
、
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

る
も
の
。

推
薦
方
法

　個
人
・
団
体
・
事
業
所
に
よ
る
他
薦（
個

人
は
1
回
に
つ
き
1
人
ま
た
は
1
団
体
ま
で
、

２
人
の
賛
同
者
が
必
要
）で
、７
月
31
日
㈮（
必

着
）ま
で
に
、
所
定
の
推
薦
書
を
直
接
持
ち

込
む
か
、
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
推
薦
書
は
、
自
治
定
住
課
、
各
支
所
総
務

室
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他

　

　審
査
会
を
経
て
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
す

（
副
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

●
問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
自
治
ま
ち
づ
く
り
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

■
募
集
テ
ー
マ

　「あ
な
た
の
庄
原
い
ち
ば
ん
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
次
の

テ
ー
マ
で
作
品
を
募
集
し
前
期
・
後
期
で
入

選
作
品
を
決
定
し
ま
す
。
～
「
え
え
風
景
じ

ゃ
の
う
！ 

こ
り
ゃ
あ 

う
ま
そ
う
じ
ゃ
！
」

と
あ
な
た
も
み
ん
な
も
思
っ
て
し
ま
う
庄
原

の
風
景
・
風
物
～

■
募
集
期
間

前
期
：
6
月
5
日
㈮
～
10
月
30
日
㈮

※
メ
ー
ル
で
応
募
の
場
合
は
、
10
月
30
日
22

時
必
着
、
郵
送
は
10
月
30
日
消
印
有
効

後
期
：
11
月
４
日
㈬
～
２
月
29
日
㈪

※
メ
ー
ル
で
応
募
の
場
合
は
、
２
月
29
日
22

時
必
着
、
郵
送
は
２
月
29
日
消
印
有
効

■
表
彰

期
間
賞

　２
期
間
各
５
点 

（
賞
金
１
万
円
）

特
別
賞

　２
期
間
各
５
点 

（
庄
原
市
特
産
品

１
万
円
相
当
贈
呈
）

年
間
グ
ラ
ン
プ
リ
１
点

　

 

（
賞
金
20
万
円
）

年
間
準
グ
ラ
ン
プ
リ
１
点 

（
賞
金
10
万
円
）

※
年
間
グ
ラ
ン
プ
リ
・
準
グ
ラ
ン
プ
リ
は
期

間
賞
の
中
か
ら
選
出
し
ま
す
。

■
応
募
作
品

●
デ
ジ
タ
ル
画
像
デ
ー
タ
に
限
り
ま
す
。

●
形
式
＝
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

　

●
サ
イ
ズ
＝
１
Ｍ
Ｂ
以
上

※
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場
合
は
、
デ
ー
タ
サ

イ
ズ
を
４
Ｍ
Ｂ
以
内
に
圧
縮
し
て
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

※
写
真
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
、
一
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
以
外
の
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
撮
影
さ
れ
た
も
の

で
も
応
募
可
能
で
す
。

■
応
募
方
法

　

 

住
所･

名
前
・
電
話
番
号
・
撮
影
場
所
・

撮
影
日
・
作
品
タ
イ
ト
ル
・
簡
単
な
コ
メ
ン

ト
を
記
入
し
て
、
情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

へ
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
か
、
デ
ー
タ
を
記
録

し
た
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
な
ど
の
記
憶
媒
体
に
必
要
事

項
を
記
入
し
た
メ
モ
を
添
え
て
郵
送
か
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
：shobara-9@

int.city.shobara.
hiroshim

a.jp

問
い
合
わ
せ

　情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

　このフォトコンテストは、応募いただいた写真を市公式
Facebook ページ「庄原いちばん　ええね！」に掲載し、
ページを通じて庄原の良さを再確認してもらい、庄原の魅
力をもっと多くの方に知ってもらうために開催します。
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７
㊏
４／

観覧者
募集

「真打ち競演」公 開 録 音
ＮＨＫラジオ

　ＮＨＫ広島放送局と庄原市では、庄原市制
施行 10 周年を記念して、「真打ち競演」を実
施します。演芸界選りすぐりの出演者による
漫才・漫談・落語をお楽しみいただきます。 
　観覧をご希望の方は、次の要領でお申し込み
ください。 

　１
．
主
催

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
、
庄
原
市 

　２
．
と
き

７
月
４
日
㈯

開
場
／
17
時
30
分

　開
演
／
18
時
20
分

終
演
予
定
／
20
時
30
分 

　３
．
と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館 

（
庄
原
市
西
本
町
二
丁
目
17

‐
15

　☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２
）

 

　４
．
出
演 

【
１
本
目
】

漫
才
／
宮
田
陽
・
昇

ギ
タ
ー
ジ
ョ
ッ
キ
ー
／
エ
ド
山
口

落
語
／
古
今
亭
菊
丸 

【
２
本
目
】

コ
ン
ト
／
チ
ャ
ー
リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

漫
才
／
ぴ
ろ
き

落
語
／
三
遊
亭
歌
之
介 

　５
．
観
覧
申
し
込
み

　

　入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
（
１

枚
で
２
人
入
場
可
）
が
必
要
で
す
。 

　郵
便
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
明
記
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
記
入
事
項
】 

《
往
信
用
裏
面
》

（
１
）
郵
便
番
号
（
２
）
住
所
（
３
）
名
前
（
４
）

電
話
番
号 

《
返
信
用
表
面
》

（
１
）
郵
便
番
号
（
２
）
住
所
（
３
）
名
前 

【
あ
て
先
】

〒
７
２
７
‐
０
０
１
３

庄
原
市
西
本
町
二
丁
目
17
‐
15 

庄
原
市
民
会
館
「
真
打
ち
競
演
」
係 

【
締
め
切
り
】

６
月
15
日
㈪
必
着 

※
１
歳
以
上
の
お
子
さ
ま
か
ら
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、
結
果

を
６
月
22
日
㈪
頃
に
発
送
し
ま
す
。 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で

の
転
売
を
目
的
と
し
た
申
し
込
み
は
固
く
お

断
り
し
ま
す
。
売
買
を
目
的
と
し
た
申
し
込

み
で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合
は
抽
選
対
象
外

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
抽
選

結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
受
信

料
の
お
願
い
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 　６

．
放
送
予
定 

《
ラ
ジ
オ
第
１
・
全
国
放
送
》 

【
１
本
目
】

８
月
22
日
㈯
10
時
５
分
～
10
時
55
分 

【
２
本
目
】

９
月
５
日
㈯
10
時
５
分
～
10
時
55
分 

※
放
送
日
時
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 　７

．
問
い
合
わ
せ 

庄
原
市
民
会
館 

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局 

☎
０
８
２
‐
５
０
４
‐
５
２
１
８

（
９
時
30
分
～
18
時
※
土
日
祝
除
く
）
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広島県地方税納税
推進キャラクター
「ささえくん」

　住宅借入金等特別控除の延長、控除限度額の拡充

　個人住民税の住宅借入金等特別控除について、適用期限が４年間（平成26年１月１日から平成29年12月31日）延
長され、さらに平成26年４月以後に居住を開始した控除限度額が136,500円に引き上げられました。

改正前 改正後

居住開始年月日 平成25年 平成26年１月～３月 平成26年４月～平成29年12月
（控除限度額の拡充）

控除限度額 所得税の課税総所得金額などの５％
（限度額97,500円）

所得税の課税総所得金額などの７％
（限度額136,500円）

　上場株式等の配当・譲渡所得に係る軽減税率の廃止

　上場株式等の配当・譲渡所得に係る税率を３％（市民税１．８％、県民税１．２％）とする特例措置は平成25年12月
31日をもって廃止され、平成26年１月１日以降に支払いを受けたものは、平成27年度の個人市県民税（住民税）の計
算で、本則税率である５％（市民税３％、県民税２％）が用いられます。

≪適用される税率≫
●上場株式等の配当等に係る税率

平成22年度～平成26年度 平成27年度以降

申告分離課税 3％（市民税1.8％、県民税1.2％） 5％（市民税3％、県民税2％）

総合課税 10％（市民税6％、県民税4％）

●上場株式等の譲渡所得等に係る税率
平成22年度～平成26年度 平成27年度以降

申告分離課税 3％（市民税1.8％、県民税1.2％） 5％（市民税3％、県民税2％）

　住民税の配当割・株式等譲渡所得割額の変更

　配当割・株式等譲渡所得割額の金額は、確定申告をした場合、平成25年12月31日までは特例措置により、３％で徴
収された金額でしたが、平成26年１月１日以降に支払いを受けたものからは本則税率が適用されるため、５％で徴
収された金額となります。

平成22年度～平成26年度 平成27年度以降

配当割額株式等譲渡所得割額 3％（市民税1.8％、県民税1.2％） 5％（市民税3％、県民税2％）

問い合わせ　税務課市民税係　☎0824-73-1146

平成27年度から適用される
主な個人住民税の税制改正
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1

訂　正  と  お　詫　び

保健医療課国保年金係 ☎０８２４‐７３‐１１５８

シリーズ国保　～庄原市国保の将来のために～

医療費適正化の
取り組み

今月がシリーズ国保の最終
です。改めて自己紹介をしま
す。わたしはショーショー鳥。
親指と人差し指でつまむ塩
少々の顔が特徴で、皆さん
の血圧を下げるため減塩を

勧めています！

身近なかかりつけ医は自分の
ことを良く知ってもらえるし、
必要に応じて専門の病院へ
の紹介状がもらえ、時間と医
療費の節約につながるよ。

うす味だと、よ
くかむようにな
るので、食事
の量も減って、
ダイエットにも！
うふふー♪

自分の体の
状態を知る
ことが健康
づくりの最
大のポイン
ト！

まだまだ健康づくりの
ポイントはあるよ。広
報しょうばらに載
っている健康広場
や私たちのポスタ
ーなどを見てね！

自分の健康は自分
しか守れない！
ちょっとした工
夫で、健康な
生活を送りまし
ょー！

国保に加入している
40歳から74歳の方
は特定健診受診料が
今年は無料！年に一
度の健康診断を恒例
行事にしましょう！

自分の薬歴や体質などをよく
知ってもらっているので、ジェ
ネリック医薬品などの相談も
気軽にできるよ！

体を動かすこと
を今より少し増
やしましょう！例
えば、ラジオ体
操とか、背伸び
をしてみるとか、
階段を使うとか！

自己判断で複数の医療機関
にかかると、時間も医療費も
多くかかるよ！必要に応じて、
専門の医療機関への紹介状
をもらいましょう！

睡眠で、体が元気になるよ。
睡眠不足は食欲のコントロー
ルができなくなり、食べ過ぎ

につなが
る恐れが
ー！！

夜間など時間外診療には、
時間外診療費が加算される
よ。時間内診療を心がけまし
ょう！

タバコは百害あ
って一利なし！
お酒も、つま
みを一緒にと
るからカロリー
オーバーになっ
てしまうよ。

医療費節約のポイント！

健康づくりのポイント！

かかりつけ医をもとう！

うす味でバランスの良い
食事に気をつける！

年に一度は健康診断！

かかりつけ薬局をもとう！

適度な運動！

はしご受診はやめよう！

しっかり睡眠！

時間外診療はやむを得
ないときだけにしよう！

禁煙、節酒！

ぼくは腹ハッチー。腹八分目
の腹巻がトレードマーク。皆
さんが糖尿病にならないた
めに、がんばっています！
今回は、医療費の節約や健
康づくりのポイントを紹介し
まーす。

第８回

●国民健康保険税の税率表	 	 	 	 	 	

区　分 医療保険分 後期高齢者支援金分 介護納付金分(40～64歳の人)
平成26年度まで 平成27年度から 平成26年度まで 平成27年度から 平成26年度まで 平成27年度から

所得割の税率 6.0% 7.1% 2.1% 2.1% 1.4% 2.1%
資産割額の税率 22.2% 22.2% 8.0% 8.0% 9.7% 9.7%

均等割額 18,900円 24,400円 6,700円 6,700円 8,600円 誤9,600円
正9,800円

世帯平等割 15,900円 19,900円 誤8,600円
正5,600円

誤8,600円
正5,600円 4,500円 誤5,600円

正5,800円

賦課限度額 510,000円 520,000円 160,000円 170,000円 誤120,000円
正140,000円

誤140,000円
正160,000円

広報しょうばら４月号で「シリーズ国保第６回本年度の保険税率」の記載内容に誤りがあり
ました。下表のとおり訂正し、深くお詫び申し上げます。

広報しょうばら／ 2015.6　18

梅
雨
前
に
は

農
地
・
農
業
用
施
設
の
点
検

3

3

を

　こ
れ
か
ら
梅
雨
時
期
に
入
り
、
大
雨
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
古
い
た
め

池
も
多
く
、
新
た
に
災
害
が
発
生
す
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
た
め
池
の
堤
体
に
草
木
が
茂
っ
て
い
る

と
、
堤
体
の
ひ
び
割
れ
や
漏
水
が
見
つ
け
に

く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
草
木
の
根
が
地
盤

を
緩
め
て
決
壊
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
梅
雨
前
に
立
木
や
雑
草
は
刈
り
取
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
た
め
池
の
洪
水
吐
や
放
水
路
に
ゴ
ミ
や
土

砂
な
ど
が
流
れ
込
ん
で
い
た
ら
、
そ
れ
ら
を

取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
貯
水
量
を
増

大
さ
せ
る
目
的
で
、
土
の
う
な
ど
を
積
み
上

げ
て
い
る
場
合
は
取
り
除
い
て
お
き
ま
し
ょ

う
。（
土
の
う
な
ど
を
取
り
除
い
て
い
な
い

場
合
、
い
わ
ゆ
る
人
的
行
為
に
よ
る
も
の
と

判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
災
害

が
発
生
し
て
も
復
旧
事
業
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。）

③
事
前
に
、
た
め
池
の
堤
体
に
陥
没
や
ひ
び

割
れ
、
漏
水
、
湿
っ
て
柔
ら
か
く
な
っ
た
箇

所
が
な
い
か
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

④
井
せ
き
の
洪
水
吐
で
角
落
と
し
方
式
の
も

の
は
洪
水
時
に
操
作
で
き
な
い
の
で
、
大
雨

な
ど
の
予
報
が
出
た
ら
速
や
か
に
取
り
除
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

農
地
・
農
業
施
設
の
災
害
復
旧
の
対
象

　現
在
耕
作
し
て
い
る
農
地
（
田
・
畑
）、

た
め
池
、
頭
首
工
、
用
・
排
水
路
、
農
道
な

ど

　
災
害
の
対
象
と
な
る
条
件

◆
24
時
間
雨
量
80
ミ
リ
以
上

◆
時
間
雨
量
20
ミ
リ
以
上

◆
１
カ
所
の
工
事
の
費
用
が
40
万
円
以
上
の

も
の

◆
農
業
用
施
設
は
利
用
者
が
２
戸
以
上
の
も

の◆
被
災
農
地
・
農
業
用
施
設
が
、
日
頃
か
ら

適
正
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

こ
と
（
日
誌
・
写
真
な
ど
）

　
地
元
の
分
担
金（
工
事
着
手
前
納
付
が
必
要
）

◆
農
地

　復
旧
事
業
費
の
４
％

◆
農
業
用
施
設

　復
旧
事
業
費
の
２
％

※
工
事
着
手
前
に
納
付
が
必
要
で
す
。

（
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、
２
分

の
１
）　

災
害
発
生
時
の
連
絡
先

　災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
農
村
整
備
課

耕
地
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
６
）

ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室
・
産
業
建
設
室

へ
早
急
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
※
期
間
が
過

ぎ
る
と
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　広
島
県
で
は
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

き
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
」
を
指
定
し

て
い
ま
す
。

　土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
に
あ
た

り
、
本
年
度
、
地
形
や
土
地
利
用
状
況
な

ど
に
関
す
る
基
礎
調
査
を
次
の
小
学
校
区

で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　基
礎
調
査
で
は
、
測
量
機
器
な
ど
に
よ

り
現
地
の
地
形
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
【
基
礎
調
査
の
対
象
と
な
る
小
学
校
区
】

西
城
小
学
校
区
、
八
幡
小
学
校
区
、
口
北

小
学
校
区

●
問
い
合
わ
せ

広
島
県
土
木
建
築
局
土
砂
法

指
定
推
進
担
当
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
９
４
５ 

庄
原
市
危
機
管
理
課

　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

土砂災害防止法に基づく

を実施します
基 礎調 査
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●シリーズ　障害を知り、共に生きる●

現
況
届
の
提
出
を忘

れ
ず
に

◇
児
童
手
当
◇

シ
リ
ー
ズ

　
障
害
を
知
り
、共
に
生
き
る

　児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

の
生
活
を
支
援
し
、
次
世
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
全
育
成
を
目
的
に
支
給
さ
れ
ま

す
。　受

給
に
は
、
毎
年
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
５
月
末
に
ご
自
宅
に
郵
送
し
た
「
児
童

手
当
現
況
届
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

６
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け

が
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以
降
、
届
け
が
提

出
さ
れ
る
ま
で
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

【
制
度
内
容
】

支
給
対
象

　中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕
生
日
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
間
に
あ
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
。

支
給
期
間

　原
則
と
し
て
申
請
の
翌
月
分
か
ら
15
歳
到

達
後
の
最
初
の
３
月
分
ま
で
。

　
支
給
月
額

３
歳
未
満

　１
万
５
千
円
（
一
律
）

　
今
月
は
「
聴
覚
・
言
語
障
害
」

　
聴
覚
・
言
語
障
害
と
は

　聴
覚
障
害
者
に
は
、
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な

い
場
合
と
聞
こ
え
に
く
い
難
聴
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
言
語
を
理
解
す
る
前
（
小

さ
な
子
ど
も
の
時
ま
た
は
生
ま
れ
つ
き
）
に

失
聴
し
た
場
合
と
、
人
生
の
途
中
で
事
故
や

病
気
で
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
場
合
が
あ
り
ま

す
。　言

語
障
害
に
は
、
言
葉
の
理
解
と
表
現
が

困
難
な
場
合
と
、
言
葉
は
理
解
で
き
る
が
発

声
だ
け
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
違
い
に
よ
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
が
違
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
ま
す

○
外
見
で
わ
か
り
に
く
い
障
害
の
た
め
、
周

囲
に
気
付
い
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
失
聴
し
た
年
齢
・
時
期
、
障
害
程
度
な

ど
に
よ
り
、
障
害
の
現
れ
方
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

○
音
に
よ
っ
て
周
囲
の
状
況
を
判
断
で
き

ず
、
車
や
自
転
車
な
ど
に
気
付
か
ず
危
険
な

目
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
呼
び

出
し
に
気
付
か
ず
待
ち
続
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

○
会
話
が
困
難
な
た
め
、
不
便
さ
を
伝
え
る

こ
と
が
難
し
く
、
日
常
生
活
に
さ
ほ
ど
不
自

由
し
て
い
な
い
と
誤
っ
た
理
解
を
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す

○
話
を
す
る
と
き
は
会
話
方
法
を
確
認
し
、

そ
の
方
に
あ
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
を
と
り
ま
し
ょ
う
。連
絡
手
段
と
し
て
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
の
活
用
も
必
要

で
す
。

《
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
》

筆
談
／
互
い
に
文
字
を
書
き
自
分
の
意
思
を

伝
え
る
最
も
手
軽
な
方
法
で
す
。

手
話
／
手
指
や
表
情
で
表
す
目
で
見
る
言
語

で
す
。

口
話
／
相
手
の
口
の
動
き
を
読
み
取
る
方
法

で
す
。
少
し
ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
と
口
を
動

か
し
て
話
し
ま
し
ょ
う
。

　聞
き
取
り
に
く
い
場
合
は
わ
か
っ
た
ふ
り

を
せ
ず
、
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◉
外
出
や
会
議
な
ど
に
、
手
話
通
訳
者
や
要

約
筆
記
者
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
手
話
や
要
約

筆
記
の
養
成
講

座
・
入
門
講
座

を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、

社
会
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係
へ

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　１
万
円

（
第
３
子
以
降
※

　１
万
５
千
円
）

中
学
生

　１
万
円
（
一
律
）

　た
だ
し
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
の

所
得
が
限
度
額
以
上

の
場
合
は
、
特
例
給

付
と
し
て
児
童
１
人

当
た
り
月
額
一
律

５
千
円
を
支
給
。（
所

得
制
限
は
表
を
参
照
）

※
「
第
３
子
以
降
」

と
は
、
高
校
卒
業
ま

で（
18
歳
の
誕
生
日
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
）の
養
育
し
て
い
る

児
童
の
う
ち
、
３
番

目
の
子
以
降
を
言
い

ま
す
。

支
給
時
期

　原
則
、
毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
前
４

カ
月
分
を
ま
と
め
て
支
給
し
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
職
場
で
の
手
続
が
必
要

で
す
。

【
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
】

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

各
支
所
市
民
生
活
室

（
西
城
支
所
は
、
し
あ
わ
せ
館
内
）

vol.2

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

扶養親族などの数 所得制限限度額（万円）収入額の目安（万円）
０人 622.0 833.3
１人 660.0 875.6
２人 698.0 917.8
３人 736.0 960.0
４人 774.0 1002.1
５人 812.0 1042.1
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◎
今
後
の
予
定

■
「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
」
養

成
講
習
会

・
第
１
期

　10
月
～
11
月

・
第
２
期

　１
月
～
２
月

※
各
期
と
も
定
員
20
人
。
受
講
料
は
い
り
ま

せ
ん
。

■
受
講
要
件

・
庄
原
市
民
で
常
勤
の
職
に
就
い
て
い
な
い
、

概
ね
60
歳
以
上
の
方

・
１
回
５
時
間
の
講
習
を
計
８
日
間
、
休
ま

ず
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
な
方

・
修
了
後
、
積
極
的
に
地
域
の
集
い
に
出
向

い
て
活
動
で
き
る
方

※
講
習
会
受
講
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

広
報
し
ょ
う
ば
ら
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
と
は
…
介
護
予
防

の
第
一
人
者
で
あ
る
大
田
仁
史
医
師
が
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
障
害
学
に
基
づ
い
て
考

案
し
た
体
操
で
す
。
関
節
の
運
動
範
囲
を
維

持
・
拡
大
し
、
筋
肉
を
伸
ば
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
立
つ
・
座
る
・
歩
く
な
ど
の
日
常
生
活

動
作
を
楽
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
５

●平成20年７月～平成27年３月までの寄附状況

寄附をいただいた方には次の記念品をお送りします

▶５千円以上の寄附　…広報紙と市議会だより（１年間）
▶３万円以上の寄附
　…広報紙などとＡコース（「庄原
　市特産品セット」、「市史・町史誌」、
　「庄原産木材で制作した木の器」、
　「比婆牛ロースステーキ」）の中か
　らいずれか
▶ 10万円以上の寄附
　…広報紙などとＡコースから２つ
　または、Ｂコース「比婆牛サーロ
　インステーキ」のいずれか

ふるさと応援寄附金に

9,058万円
　庄原市ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）制度は、
「ふるさとを応援したい」として自治体に寄附した場合
に、２千円を超える部分について所得税や住民税の控
除が受けられる制度です。この制度によるこれまでの
庄原市への寄附金の状況は、次のとおりです。皆さま
のご協力に、心より感謝申し上げます。
　本年度から市ホームページで手軽に寄附金の申し込
みができる「電子申請」と、休日や夜間でも寄附金の
入金ができる「コンビニ収納」を開始しました。また、
寄附者にお送りしている記念品に「比婆牛のステーキ
肉」を新たに加え、記念品の充実を図りました。
　皆さんの親戚や友人、知人へ、庄原市ふるさと応援
寄附金をぜひご紹介いただき、“げんき”と“やすらぎ”
のまちづくりにご協力をお願いします。
　
※ふるさと応援寄附金の詳しい内容は、市ホームペー
ジ（http://www.city.shobara.hiroshima.jp/）をご覧に
なるか、財政課理財係（☎ 0824-73-1202）までお問
い合わせください。

　市は、いくつになっても地域で役割を持ち、生活で
きる“まち”の実現を目指し、市民参画の介護予防事
業『シルバーリハビリ体操』を地域で実践していきます。
　この事業では、これまでの人生のなかで豊富な経験
を培った市民の皆さんに、大切な役割を担っていただ
きたいと考えています。平成 29年度末までに、シル
バーリハビリ体操を地域の高齢者に指導するボランテ
ィアを160人養成する計画です。

指定事業の区分 寄附
件数 寄附金額(円)

（１）自治および協働に関する事業 19	 1,916,800	
（２）産業および交流に関する事業 23	 11,419,300	
（３）環境、基盤および定住に関する事業 31	 619,800	
（４）保健、福祉および医療に関する事業 105	 11,146,800	
（５）教育および文化に関する事業 68	 31,286,324	
（６）重点戦略プロジェクトに関する事業 15	 337,800	
（７）財政健全化への取り組みに関する事業 16	 2,330,800	
（８）災害復旧に関する事業 32	 2,643,298	
（９）光ファイバーの整備 4	 120,000	
（10）指定事業なし 219	 28,759,718	

合　　計 532	 90,580,640	
（うち平成26年度の寄附金額） (101) (26,762,000)

本年度から追加した記念品
「比婆牛サーロインステーキ」

これからの介護予防事業
―シルバーリハビリ体操を実践します―

制度開始からの
寄附金累計額
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母子保健母子保健母子保健
コーナー

　今
年
も
梅
雨
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
で
の
備
え
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

　毎
年
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
全
国
各
地
で
崖
崩
れ
な

ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　特
に
短
時
間
の
う
ち
に
狭
い
地
域
で
多
量

の
雨
が
降
る
集
中
豪
雨
は
、
予
測
が
困
難
で

被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
平
成
26
年
８
月

20
日
に
広
島
市
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　大
雨
災
害
に
備
え
、
日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
に
注
意
す
る
と
と

も
に
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
避
難
場
所
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
心
得

❶
地
域
の
避
難
場
所
お
よ
び
避
難
経
路
の
確
認

❷
正
確
な
情
報
収
集
と
早
め
の
行
動

❸
避
難
の
呼
び
か
け
に
注
意

❹
お
年
寄
り
な
ど
の
避
難
に
協
力

❺
動
き
や
す
い
服
装
で
２
人
以
上
で
の
避
難

　石
油
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、
事
業

所
や
一
般
家
庭
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
る
と
と

も
に
、
生
活
に
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全
確

保
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。

　危
険
物
安
全
週
間
は
、
自
主
保
安
体
制
の

確
立
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
危
険
物
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
啓
発
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

『
危
険
物
』
と
は

　消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
一

般
的
に
次
の
よ
う
な
危
険
性
を
持
っ
た
物
品

を
い
い
ま
す
。

❶
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

　

❷
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

❸
消
火
の
困
難
性
が
高
い

※
私
た
ち
の
身
近
な
も
の
で
は
、ガ
ソ
リ
ン
・

灯
油
・
油
性
塗
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　幼
児
期
の
お
や
つ
（
間
食
）
は
、
食
事
で

と
り
き
れ
な
い
栄
養
を
補
う
た
め
に
必
要
な

も
の
（
補
食
）
で
す
。
特
に
こ
の
時
期
の
子

ど
も
は
、
体
が
小
さ
く
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

栄
養
素
を
た
く
さ
ん
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

「
４
番
目
の
食
事
」
と
し
て
お
や
つ
を
与
え

ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
家
族
と
一
緒
に
お
や
つ
を
食
べ
る

こ
と
で
楽
し
い
時
間
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役
立
ち
ま
す
。

◆
お
や
つ
に
お
す
す
め
の
食
材

穀
物
類
（
お
に
ぎ
り
、
お
焼
き
な
ど
）

乳
製
品（
牛
乳
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
チ
ー
ズ
な
ど
）

大
豆
製
品
（
豆
乳
・
き
な
こ
な
ど
）

野
菜
・
果
物
（
さ
つ
ま
芋
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
バ

ナ
ナ
・
み
か
ん
な
ど
）

☟
ポ
イ
ン
ト

◆
時
間
と
与
え
る
量
を
決
め
る
。

　次
の
食
事
を
空
腹
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
与
え
過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
水
分
補
給
も
一
緒
に
行
う
。

　お
や
つ
を
与
え
る
と
き
は
必
ず
水
分
も
一

緒
に
与
え
ま
し
ょ
う
。
甘
く
な
い
お
茶
な
ど

の
飲
み
物
が
最
適
で
す
。

子
ど
も
の
お
や
つ

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

　☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

庄
原
消
防
署

　☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

梅
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

危
険
物
安
全
週
間

（
６
月
７
日
～
13
日
）

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

平
成
27
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
無
防
備
な

　
心
に
火
災
が

　
か
く
れ
ん
ぼ
」

「
無
事
故
へ
と

　
気
持
ち
集
中

　
は
っ
け
よ
い
」

簡単おやつをご紹介
★炊飯器でパイナップルケーキ★

合わせて２００ｃｃ
（まず果汁を量り、
　不足量は水を足す）

≪作り方≫
①パイン缶は実と汁を分け、パインの輪切
りは半分に切る。
②ホットケーキミックスとAをボウルに
入れ、よく混ぜる。
③炊飯器の内釜にバターを塗り、①を丸く
きれいに敷き詰める。
④③が動かないように②を少しずつ入れ
る。生地が全部入ったら表面を平らにす
る。炊飯器をセットして普通の炊飯モード
で炊く。
⑤④が炊けたら、竹串を刺して生地がつい
てこなければ、釜に皿をかぶせてひっくり
返し、取り出す。切り分けてお皿に盛る。

≪材料≫
ホットケーキミックス　２００ｇ
パイン缶輪切り（10枚）　1缶

Ａ　パイン缶果汁
　　水
バター　少々

ポリタンク
に

ガソリンは

ダメ！
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●庄原高
たかみなみ

南道場

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

庄原こどもミュージカル実行委員会
ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、情報政策課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

母：外で遊ぶのが大好

きな康希。これからも

元気いっぱいに育って

ね。

永な
が
た田

　
康こ

う
き希

く
ん
（
新
庄
町
）

Ｈ
25
年
６
月
17
日
生
ま
れ

母：お兄ちゃんが大好
きなゆきほ。えがおい
っぱい元気に育ってね。

永な
が
た田

ゆ
き
ほ
ち
ゃ
ん
（
新
庄
町
）

Ｈ
26
年
８
月
25
日
生
ま
れ

母：やんちゃなお兄ち

ゃんと二人笑顔で成長

してくれたらうれしい

です

藤ふ
じ
お
か岡

　
美み

り里
ち
ゃ
ん
（
東
本
町
）

Ｈ
26
年
11
月
12
日
生
ま
れ

父：今月から通う保育園
で、いっぱい友達つくっ
て、いっぱい遊んでね。

福ふ
く
み
つ光

彩さ

や

か

弥
夏
ち
ゃ
ん
（
比
和
町
）

Ｈ
24
年
５
月
28
日
生
ま
れ

　庄原高南道場は、毎週火・木曜日の 18 時 30 分から 20 時 30 分に庄
原中学校の武道場で柔道の稽古を行っています。
　私たちは、柔道の理念である「心身の持つすべての力を最大限に生
かして、社会のために善い方向に用いる」という「精力善用」の精神
と、柔道の修行を通して体得した「相手に対し敬い、感謝することで、
信頼し合い、助け合う心を育み、自分だけでなく他人と共に栄えある
世の中にしようとする」という「自他共栄」の二つの規範を基に、心
と体を鍛えるため日々稽古に励んでいます。
　広島県内各地で開催されている大会に出場し、昨年度は広島県道場
対抗柔道大会で小学１・２年生５人制の部で優勝しています。
　部員は小中学生を含め 20 人程度で、随時募集しています。未就学児
からでも入部できま
すし、性別も問いま
せんので、柔道に興
味のある方はぜひ足
を運んでください。

連絡先　野崎義雄
☎ 0824-72-4040

市は市内で活動している市民活動団
体の登録制度をつくり広く公開して
います。
市民活動の充実、まちづくりの連携
や協働を進めるため情報をお届けし
ます。

　子どもたち自らがミュージカルの舞台を作り出すことを通し
て、人間関係づくりや自身を解き放ち内なるエネルギーを発散すること
を体験し、元気力を向上することを目的に活動しています。
　現在、支援いただけるスタッフを随時大募集中です。興味のある方の
ご参加をお待ちしています。

●庄原こどもミュージカルのご案内

　「アラビアン・ナイト」
　11 月１日㈰　庄原市民会館　公演①13：00 ～　②16：00 ～
　【問い合わせ】庄原こどもミュージカル実行委員会事務局
　　　　　　　☎090-2006-6982（9:00 ～12:00、13:00 ～17:00)
市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治まちづくり係（☎ 0824-73-1209）まで。

活 動
内 容

こどもミュージカルの公演

 23　2015.6 ／広報しょうばら



  SHISEI  Topics

広報しょうばら／ 2015.6　24

　庄
原
市
歯
科
衛
生
連
絡
協
議
会

で
は
、80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
っ
て
い
る
方
を
表
彰

す
る
「
８
０
２
０
達
成
者
表
彰
事

業
」を
実
施
し
、歯
の
健
康
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　達
成
者
表
彰
は
前
期
と
後
期
の

年
２
回
行
い
、昨
年
度
は
25
人
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　歯
の
健
康
は
、生
活
習
慣
病
の

予
防
や
健
康
維
持
・
増
進
に
つ
な

が
り
ま
す
。『
80
歳
に
な
っ
て
も
20

本
以
上
が
自
分
の
歯
！
』を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

●
８
０
２
０
達
成
者
表
彰
の
要
件

①
本
年
度
80
歳
に
な
る
方

②
市
内
の
歯
科
医
院
で
歯
科
健
康

診
査
（
無
料
）を
受
け
る
こ
と
。

平成26年度8020達成者表彰者
【庄原地域】本田喜祐、原田忠雄、酒井
嘉子【西城地域】 田萬里子、横川昌
行、阿夛万壽美、廣瀬薫圃、福見武子、
吉岡和明、荒木正人、上貝雍子、保本昭
子【東城地域】松本知子、菅野君江、山
脇廣四郎、藤原利憲、福原房子、佐々木
睦子、升元亮吉、妹尾輝宣、栁生知子、
中村迪子【総領地域】田中節子、藤野
イヅミ、木下ミドリ（順不同・敬称略）

　健
康
と
福
祉
を
考
え
る
催
し

「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
を
５
月
24

日
、
市
総
合
体
育
館
周
辺
で
開
催

し
ま
し
た
。

　会
場
で
は
健
康
や
体
力
チ
ェ
ッ

ク
、
歯
科
相
談
、
整
体
の
無
料
体

験
と
い
っ
た
健
康
福
祉
ま
つ
り
な

ら
で
は
の
コ
ー
ナ
ー
に
列
が
で
き

る
な
ど
、
健
康
へ
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　ま
た
、
障
害
者
施
設
、
共
同
作

業
所
な
ど
市
内
で
活
躍
し
て
い
る

団
体
の
パ
ネ
ル
や
福
祉
機
器
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
興
味
深

く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　ス
テ
ー
ジ
で
は
、
市
が
本
年
度

か
ら
取
り
組
む
「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
」
の
ほ
か
、
健
康
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
や
舞
踊
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
子
ど
も

に
大
人
気
の「
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
」

な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
笑
顔
の
あ

ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

健康維持には歯の健康から
8020 達成者表彰事業

保健
医療課

笑顔あふれる一日
健康福祉まつり

保健
医療課

　市
は
５
月
20
日
、
農
作
物
の
栽
培
と

６
次
産
業
化
な
ど
の
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
で
農
業
振
興
を
図
ろ
う
と
、
農
業

生
産
法
人
有
限
会
社
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム

（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
と
農
業
参
入
に

か
か
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　こ
の
協
定
で
市
は
、
市
内
の
遊
休
農

地
お
よ
び
遊
休
化
す
る
恐
れ
の
あ
る

農
地
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
い
、
同

社
が
市
内
の
遊
休
農
地
な
ど
で
作
物

の
栽
培
を
行
う
こ
と
で
、
農
地
の
遊
休

化
に
歯
止
め
を
か
け
る
ね
ら
い
で
す
。

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ

る
受
け
手
の
な
い
農
地
の
新
た
な
受
け

手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
規

模
拡
大
に
よ
る
事
業
所
の
設
置
や
従
業

員
の
地
元
採
用
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　木
山
耕
三
市
長
は「
遊
休
農
地
の
解
消

や
若
者
雇
用
増
に
寄
与
す
る
事
業
で
意

義
あ
る
協
定
」と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

遊休農地解消と若者雇用に期待
ワールドファームと農業参入にかかる協定締結

農業
振興課

表彰状を手に喜ぶ
酒井嘉子さん（川北町）

シルバーリハビリ体操に取り組む来場者

県農林水産局の宝来伸夫局長（左）の立会いのもと、協定書にサインし笑顔で握手を交わす
木山市長とワールドファームの上野裕志社長（左から３人目）

　市政トピックス 

花めぐりで元気になる！
庄原花めぐりハンドブックを作成
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　比
婆
道
後
帝
釈
国
定
公
園
連
携

事
業
実
行
委
員
会
（
※
）
は
、
同

国
定
公
園
で
の
散
策
を
安
全
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
「
比
婆
道
後

帝
釈
国
定
公
園
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　誌
面
で
は
、
国
土
地
理
院
発
行

の
数
値
地
図
を
ベ
ー
ス
に
、
エ
リ

ア
（
比
婆
山
連
峰
、
吾
妻
山
、
船

通
山
、
道
後
山
、
帝
釈
峡
）
ご
と

の
主
な
散
策
コ
ー
ス
を
記
載
。
併

せ
て
本
国
定
公
園
付
近
の
お
す
す

め
立
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　本
マ
ッ
プ
は
、
関
係
市
町
の
各

観
光
協
会
、
道
の
駅
な
ど
の
観
光

施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
。	

※
比
婆
道
後
帝
釈
国
定
公
園
の
知
名
度

ア
ッ
プ
や
来
訪
者
の
増
加
を
目
的
に
、

関
係
す
る
４
市
町
（
庄
原
市
、
神
石
高

原
町
、
島
根
県
奥
出
雲
町
、
鳥
取
県
日

南
町
）
で
構
成
さ
れ
る
実
行
委
員
会
。

　庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
は

庄
原
市
の
「
花
と
緑
」
の
観
光
資

源
を
わ
か
り
や
す
く
、
よ
り
魅
力

的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
、
庄
原
花
め
ぐ
り

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「hito

＊hana

～
庄

原
百
花
～
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　誌
面
で
は
、
国
営
備
北
丘
陵
公

園
や
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
、
山
野

草
な
ど
市
内
の
「
花
と
緑
」
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
を
メ
ー
ン
に
、

雑
貨
や
飲
食
店
な
ど
思
わ
ず
寄
り

道
し
た
く
な
る
ス
ポ
ッ
ト
の
周
遊

コ
ー
ス
を
提
案
。花
め
ぐ
り
や
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
好
き
の
女
性
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
美
し
い
花
の
写
真
や

「
花
と
緑
」
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

感
じ
ら
れ
る
、
や
さ
し
い
風
合
い

の
冊
子
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
県
内

外
の
観
光
施
設
を
は
じ
め
、
市
役

所
や
庄
原
市
観
光
協
会
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

商工
観光課

比婆道後帝釈国定公園を歩こう！
トレッキングマップ作成

商工
観光課

出
し
合
い
工
夫
す
れ
ば
、
庄
原
市
を
元

気
に
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
し
、

大
い
に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　最
後
に
樋
渡
さ
ん
は
、「
呼
ば
れ
な
く

て
も
ま
た
庄
原
に
来
ま
す
！
」
と
講
演

会
を
締
め
く
く
り
、
会
場
は
終
始
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

地方創生のヒントを探せ
佐賀県武雄市の前市長樋渡啓祐さん講演会

生涯
学習課

　田
園
文
化

セ
ン
タ
ー
で
５

月
16
日
、
佐

賀
県
武
雄
市
の

前
市
長
、
樋
渡

啓
祐
さ
ん
に
よ

る
講
演
が
行
わ

れ
、
市
内
外
か

ら
１
３
０
人
が

詰
め
か
け
ま
し

た
。　樋

渡
さ
ん

は
、「
地
方
創

生
の
ヒ
ン
ト
を

探
せ
」
と
題
し
、

市
立
図
書
館
と

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ

Ａ
（
本
や
Ｃ
Ｄ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の

レ
ン
タ
ル
・
販

売
を
行
う
全
国

チ
ェ
ー
ン
店
）

の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
、
市
長
時

代
に
取
り
組
ん

だ
斬
新
な
政
策

に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
紹
介
。

　樋
渡
さ
ん
か
ら
発
せ
ら
れ
た
、「
組
む
」

「
ズ
レ
感
を
大
切
に
」「
ス
ピ
ー
ド
は
最

大
の
付
加
価
値
」「
Ｔ
Ｔ
Ｐ
（
徹
底
的
に

パ
ク
る
【
真
似
る
】）」
と
い
っ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
に
は
、
庄
原
市
を
元
気
に
す
る

ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
お
り
、
来
場
者
の

中
に
は
「
自
分
た
ち
で
も
何
か
知
恵
を

持ち運びに便利な折り
たたみ式B２版サイズ

国土地理院発行数値
地図をベースに作成

Ａ５版カラー24ページ

武雄市長時代の政策について紹介する樋渡さん
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心も体もリフレッシュ！

秋の収穫が待ち遠しい

観光シーズン到来！
　総領自治振興区が健康教室・4/8

　高野小学校児童がりんご農家作業体験・5/15

　帝釈峡湖水開き・4/29

総領自治振興区主催の「健康教室」が総領自治振興
センターで開催され、地域住民 15人が参加しました。
参加者はフィットネスインストラクターで日赤救急

指導員の河原田聡美さんの指導のもと、健康スモール
ボールを使用してストレッチ。椅子に座ったままの姿
勢で、ボールを使ったさまざまなポーズをとりながら
ストレッチすることで、日頃の生活で硬くなった筋肉
を柔らかくし、肩こりや腰痛などの改善に効果があり
ます。
参加者は「肩のまわりの筋肉がほぐれてすっきりと

し、気持ちもリフレッシュできた」と喜んでいました。

高野小学校のりんご農家体験授業（摘花作業）が、
高野町下門田地区のりんご園で行われ、５年生 15人
が参加しました。

天候にも恵まれたこの日、子どもたちは枝の先に咲
いている複数の花の中から、中心の花だけを残し、残
りの花を摘むという細かい摘花作業に苦戦しながら

も、りんご農家の島津宏之
さん、犬飼武さん、松長裕
二さんに教わりながら集中
して作業を行いました。
作業を体験した伊原奈々
さんは「摘花作業の意味が
良く理解できた。実際に体
験すると思った以上に複雑
な作業で、りんご農家の方
の大変さがわかった」と話
していました。
今回摘花作業を体験した
子どもたちは、６月に実の
剪定・袋かけ体験、11 月
に収穫体験をし、収穫した
りんごは、子どもたち自ら
「道の駅たかの」で販売す
る予定です。

新緑に彩られた国定公園帝釈峡「神龍湖」で、「第
48回帝釈峡湖水開き」が行われました。
帝釈峡の安全と繁栄を祈願する神事が行われた後、

白龍の装飾をほどこした観光遊覧船が白煙を上げなが
ら湖面を走り、多くのカメラマンがその姿を撮影して
いました。
主催した帝釈峡観光協会の藤原富雄事務局長は「湖

水開きから帝釈峡の観光シーズンが始まる。たくさん
の方々にお越しいただくために、広島県や市などと連
携し観光振興に努めたい」と話していました。

▲河原田さんの（中央）から指導を受けながらストレッチ

▲農家の皆さんに教わりながら摘花作業を体験する児童

▲遊覧船を一目見ようと多くの人が集まる

№２

№１

№３
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田植唄が田園に響く

やまなみ街道開通で大にぎわい

伝説の地に多くの人

プロレスで備北活性化を

　伝統の布見作業田植・5/16

　モーモー物産館春の感謝祭・4/25 ～ 26

　熊野神社春季大祭「おくまのさん」・4/29

　KAIENTAI DOJO・5/17

比和町布見地域で伝統の作業田植が行われました。
これは、２年に１度行われ、サゲと早乙女（そうとめ）

と呼ばれる人たちの掛け合い調子で、昔ながらの田植
え風景を再現します。芸術家の岡本太郎さんも絶賛し
たといわれる田植唄が唄われ、それに合わせて早乙女
に扮した県立広島大学の学生や子どもたち、飛び入り
参加のお客さんが、横一線で苗を植えていきました。

今回は平岡利夫さん所有の田んぼで行われ、平岡さ
んが飼育している作業牛による昔ながらの代かきも披
露されました。見学した人は「これからもこの伝統行
事を守り続けてほしい」と話していました。

中国やまなみ街道全線開通記念モーモー物産館春の
感謝祭が行われ、約 4000 人が訪れにぎわいました。

口和地域の団体によるさまざまなステージイベント
のほか、比婆牛串焼き、ワニのてんぷら、新鮮野菜の
販売、手打ちそばなどが出店し、来訪者は口和の味覚
を満喫。特に比婆牛串焼きは人気であっという間に完
売しました。

モーモー物産館の三吉龍次さんは「やまなみ街道が全
線開通し、島根県や四国からも近くなった。大勢のお客
さまに来ていただけるよう、楽しみを提供していきたい。
口和の活性化のお役に立ちたい」と話していました。

古事記に由来する熊野神社の春季大祭「おくまのさ
ん」が、西城町熊野の熊野神社を中心に行われました。

この春季大祭は、チリゲと呼ばれる小児のかんの虫
を封じる「ちりげ封じ」の祈願が行われることでも知
られており、昔から地元を中心に多くの人々に親しま
れています。

大鳥居を囲むようにゴギの塩焼きなど地元の特産品
が並び、餅つきなども催され、多くの人でにぎわいま
した。また、西城町神楽愛好会による神楽の奉納や西
城川太鼓が披露され、訪れた人々はその迫力に魅了さ
れていました。

備北活性化プロジェクト実行委員会が主催するプロレ
ス大会が、市総合体育館で開催されました。

この大会は、同実行委員会が千葉県を拠点に活動する
プロレス団体「KAIENTAI DOJO」に呼びかけ実現。こ
の日６試合が組まれ、レスラーの鍛え上げられた肉体か
ら次々に繰り出される技と受けの応酬に、約２００人の
観客は圧倒されていました。

観戦した荒木美紀さん（新庄町）は「生の迫力はすごい」
と興奮気味に話していました。

実行委員長の横山治郎さんは「備北活性化に向けて
収穫と反省をもって次につなげたい」と話していました。

▲苗を植えていく早乙女たち

▲会場ではヒバゴンも登場

▲にぎわう会場

▲圧巻のパフォーマンスで観客を魅了
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　むし歯予防にフッ素を活用しましょう！

　むし歯を防ぐには次の３つが重要です。

歯磨きで食べかすや虫歯菌（歯垢）を除去する。

	甘い食べ物に偏らないようバランス良く規則正し
い食生活を心掛ける。

歯を強くする。

　③の「歯を強くする」ために効果的なのがフッ素で
す。フッ素は子どもが使うイメージがあるかもしれま
せんが、成人（高齢者を含む）では、歯の根元のむし
歯が増えてきますので、成
人の皆さんもぜひ使ってく
ださい。
　フッ素入り歯磨き剤（ジェ
ル）の効果的な使用法は次
のとおりです。

	何もつけずに時間をかけて磨き、しっかりうがい
をします。

歯ブラシに適当量のジェルをつけ、口の中全体に
広げます。

うがいをするとフッ素が流れてしまうので、吐き
出すだけにして 30 分間以上うがいや飲食を控え

ましょう。（うがいをしたい場合は 10㏄程度の少量の
水で 1回だけしてください）

　また、歯科医院で行うフッ素塗布は高濃度の製剤を
使用するので、より効果を期待できます。定期健診を
兼ねてフッ素塗布を受けると良いでしょう。（フッ素
塗布については、かかりつけ歯科医にご相談ください）

　唾液腺マッサージで潤いのある毎日を！

　唾液は口の中でさまざまな大切な働きを持っていま
す。
　唾液は加齢や薬の副作用などで減少します。そうす
るとむし歯や歯周病になりやすくなったり、入れ歯に
よる痛みが出やすくなったり、食べ物を飲み込みにく
くなったりと、さまざまなトラブルが起こってきます。
そんな時、唾液腺マッサージが有効ですので試してみ
てください。

唾液腺マッサージをして、しっかり唾液を出し、血行
も改善して快適な毎日を過ごしましょう。

６月４日～１０日は、歯と口の健康週間です
庄原市歯科医師会
専務理事

横山　勝

お口の健康を
保つために
－フッ素と唾液腺マッサージのお話－

高齢者のむし歯の写真　　

●　　　　唾液腺マッサージの手順　　　　●

耳下腺 ･･･ 人差し指から小指まで
の４本の指を頬に当てて、５～ 10
回くらい前に向かって回します。

顎下腺 ･･･ 親指を耳の後ろに当て、
あごの下まで５カ所くらいを順番
に押していきます。

舌下腺 ･･･ 親指をそろえてあごの
下に当て、奥から手前に指をずら
しながら順番に押し上げます。
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お知らせInformation

※日程は都合により変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原
６月18日㈭10時～16時 庄原市保健福祉センター

広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051７月16日㈭10時～16時 庄原市ふれあいセンター

東城 ６月11日㈭・７月９日㈭
10時～16時 東城支所 東城支所市民生活室

☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ６月16日㈫・７月７日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ７月９日㈭13時30分～16時30分 西城自治振興センター

東城 ７月２日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

総領 ７月８日㈬９時～11時 総領健康福祉センター

行 政 相 談

庄原 ６月18日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ６月18日㈭13時30分～15時30分 西城保健福祉総合センター
（しあわせ館）

西城支所市民生活室
☎0824-82-2124

東城 ７月16日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

総領 ７月８日㈬９時～11時 総領健康福祉センター 総領支所市民生活室
☎0824-88-3063

法 律 相 談
総領 ６月23日㈫13時～16時 総領健康福祉センター 広島弁護士会三次地区

会による無料相談。
要予約

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154　庄原 ７月14日㈫13時～16時 庄原市ふれあいセンター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活室
市民生活係

東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密 保 持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

障 害 者 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分 社会福祉課障害者福祉係 障害者相談支援員 障害者相談専用

☎0824-73-1249

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原
６月22日㈪13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター 身体

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210７月13日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 知的

口和 ７月13日㈪９時～12時 庄原市口和保健センター 身体

エ イ ズ 検
査・ 相 談 ７月１日㈬13時～14時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎）

三次市十日市東４-６-１

事前予約が必要。検査
は無料・匿名で受けら
れます。エイズ相談は
随時受けられます。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 ６月15日㈪・７月６日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

パパママひろば
（妊婦教室） ７月11日㈯９時30分～12時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳 申し込み必要

離乳食教室

７月２日㈭13時～16時 西城保健福祉総合セン
ター（しあわせ館）

母子健康手帳
筆記用具

申し込み必要
７月14日㈫13時30分～15時 庄原市保健福祉センター

母子健康手帳
エプロン・三角巾
筆記用具

育児相談 ７月13日㈪13時～15時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問
い合わせください）

母子保健事業 ●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
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催
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募

　
　集

に
よ
る
英
語
ス
ピ
ー
チ
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
家
族
・
友
達
・
ふ

る
さ
と
に
対
す
る
思
い
を
英
語
で

披
露
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
聞
き
に

来
て
く
だ
さ
い
。

と
き

　６
月
14
日
㈰

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

道
後
山
山
開
き 

つ
つ
じ
祭

　優
美
な
山
容
か
ら
中
国
山
地
の

女
王
と
称
え
ら
れ
る
、
比
婆
道
後

帝
釈
国
定
公
園
の
一
角
を
成
す
道

後
山
の
山
開
き
で
す
。

　神
事
の
ほ
か
、
民
踊
、
西
城
川

太
鼓
、
地
元
特
産
物
の
販
売
、
奉

納
神
楽
な
ど
が
行
わ
れ
、
ツ
ツ
ジ

が
山
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。

と
き

　６
月
21
日
㈰

　11
時
～

と
こ
ろ

　道
後
山
月
見
が
丘
山

頂
（
※
雨
天
の
場
合
は
ク
ロ
カ
ン

パ
ー
ク
体
育
館
）

問
い
合
わ
せ

西
城
町
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
７
２
７

沖
村
雄
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　東
城
出
身
の
地
質
学
者

　沖
村

雄
二
さ
ん
に
よ
る
「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
」
の
地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
写

真
と
作
品
、
地
質
調
査
さ
れ
た
化

石
な
ど
の
展
示
・
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
】

と
き

　６
月
24
日
㈬
～
30
日
㈫

９
時
～
16
時

と
こ
ろ

東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
記
念
講
演
会
】

と
き

　６
月
25
日
㈭

開
演
13
時
30
分
（
開
場
13
時
）

と
こ
ろ

庄
原
市
東
城
文
化
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

東
城
自
治
振
興
区

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
４
８
７

被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　70
年
前
の
８
月
６
日
、
爆
心
地

に
近
い
戦
渦
の
中
で
生
き
残
っ
た

一
台
の
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と
き

　６
月
28
日
㈰

開
演
13
時
30
分
（
開
場
13
時
）

と
こ
ろ

庄
原
市
東
城
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料

　中
学
生
以
上
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　法
務
局
・
地
方
法
務
局
、
お
よ

び
都
道
府
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
い
じ
め
や
児
童
虐
待
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
が
発
す
る
信
号

を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
問
題
の

解
決
を
支
援
す
る
た
め
、
専
用
電

話
相
談
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
を
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

　６
月
22
日
㈪
か
ら
28
日
㈰
ま
で

の
間
を
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
と
し

て
、
広
島
法
務
局
お
よ
び
広
島
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
受

付
時
間
を
延
長
し
て
電
話
相
談
を

行
い
ま
す
。

【
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
】

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

【
相
談
時
間
】

６
月
22
日
㈪
～
28
日
㈰

８
時
30
分
～
19
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
10
時

～
17
時
ま
で
。

※
強
化
期
間
終
了
後
は
、
平
日
８

時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
。

第
11
回
中
学
生
に
よ
る
英
語

ス
ピ
ー
チ
大
会

　恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
中
学
生

東
城
自
治
振
興
区

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
４
８
７

第
50
回
庄
原
市
少
年
少
女

　

水
泳
記
録
会

　市
内
19
校
の
小
学
校
５･

６
年

生
が
参
加
し
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、

バ
タ
フ
ラ
イ
、
自
由
形
、
２
０
０

ｍ
リ
レ
ー
、
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で

自
己
最
高
記
録
に
挑
戦
し
ま
す
。

　本
年
度
は
50
回
目
の
記
念
す
べ

き
大
会
で
す
。
多
く
の
子
ど
も
た

ち
の
参
加
と
一
生
懸
命
に
力
泳
す

る
選
手
へ
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

と
き

　７
月
24
日
㈮

８
時
45
分
開
会
予
定

と
こ
ろ

西
城
温
水
プ
ー
ル
「
水
夢
」

問
い
合
わ
せ

　

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

庄
原
市
成
人
式

　本
年
度
の
成
人
式
を
、
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

　詳
し
い
内
容
は
、
７
月
以
降
に

広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
き

　８
月
15
日
㈯

　10
時
～

と
こ
ろ

　庄
原
市
民
会
館

対
象
者

　平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
、
庄
原
市
内
在
住
の
人
ま
た
は

市
外
に
住
む
庄
原
市
出
身
の
人
。

■
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
一
緒

に
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
成
人
対
象
者
で
、
成
人
式

の
企
画
・
運
営
に
関
心
が
あ
り
、

実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

メ
ー
ル

　

syogai-syakai@
city.

shobara.lg.jp

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。　働

き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
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Information

そ  

の  

他

な
こ
と
」
に
つ
い
て
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
語
り
合
い
、
必
要
ｔ
ｔ
ｔ
な

こ
と
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

と
き

　６
月
15
日
㈪

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

　ラ
ウ
ン
ジ
笑
花

三
次
市
十
日
市
東
５
丁
目
13
‐
10

対
象

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
と

そ
の
家
族
・
障
害
者
の
就
労
に
携

　出
願
期
間
は
９
月
20
日
㈰
ま
で
。

　資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
広
島

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

作
品
募
集
中
！

　将
来
の
有
権
者
で
あ
る
児
童
、

生
徒
の
皆
さ
ん
が
描
い
た
明
る
い

選
挙
を
呼
び
か
け
る
印
象
的
な
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
！

募
集
期
間

　９
月
11
日
㈮
ま
で

応
募
資
格

小
・
中
・
高
校
の
児
童
・
生
徒

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
６

障
害
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て

い
る
方
の
「
当
事
者
の
つ
ど
い
」

　「仕
事
が
続
か
な
い
」「
仕
事
を

し
た
い
け
ど
自
信
が
な
い
」「
自

分
に
合
っ
た
仕
事
が
分
か
ら
な

い
」
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　安
心
し
て
就
労
、
生
活
す
る
た

め
に
「
仕
事
を
す
る
た
め
に
必
要

里地里山健康歩き講座　主催：庄原市　共催：庄原市観光協会

　庄原市には、神話や伝説の物語が数多く残された場所が、里地里山に点在しています。そんな庄原市の魅力を１年
間にわたり、歩きながら巡るシリーズ企画です。
■企画監修・同行講師　　清水正弘さん（健康ツーリズム研究所代表・日本山岳ガイド協会認定ガイド）
■旅行代金　　1 人（全コース共通）５，０００円（観光バス代および登山ガイド料＋弁当代＋保険料）
※添乗員同行、最少催行人員 18人、昼食弁当付き

■行程　
10：00食彩館しょうば

らゆめさくら＝（各コー

ス）＝17：00食彩館しょ

うばらゆめさくら

■申し込み・問い合わせ　ひろでん中国新聞旅行悠遊倶楽部　☎０８２‐５４３‐２０２２

出発日 テーマ 予定コース（発着：食彩館しょうばらゆめさくら）
６月２０日(土) 神話の里歩き ＝熊野神社…那智の滝…竜王山…ブナ林…県民

の森（自由入浴）＝
７月１２日(日) しっかり比婆山を歩こう

（縦走）
＝県民の森…毛無山…出雲峠…比婆山…立烏帽
子山…ブナ林…県民の森（自由入浴）＝

８月８日(土) 親子二世代・三世代で歩こう
（吾妻山）

＝休暇村吾妻山ロッジ…吾妻山山頂…大膳原…
休暇村吾妻山ロッジ（自由入浴）＝

９月２６日(土) パワースポット・ピラミッド
伝説の地を歩こう

＝葦嶽山登山口…葦嶽山山頂…奇岩群…往路を
下山＝温泉（自由入浴）＝

１１月７日(土) 錦秋に彩られる帝釈峡を歩
こう

＝帝釈峡入口…雄橋…中国自然歩道…神龍湖＝
温泉（自由入浴）＝

２０１６年
２月１１日(木・祝)

初心者を対象・スノーシュー
で冬の森を歩こう

＝県民の森…出雲峠…県民の森（自由入浴）＝

わ
っ
て
い
る
支
援
者

お
茶
代

　１
０
０
円

申
し
込
み
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
１
８
９
６

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
63
‐
１
８
９
７

市役所ロビーコンサート50回達成記念しょうばらいいともコンサート

　　庄原市役所市民ホールで毎月第４月曜日に開催している「ロビーコンサート」　
　が50 回を達成しました。これを記念したコンサートを開催します。
　　

　　　
　と　き　７月26 日㈰　開演14 時( 開場13 時30 分)
　ところ　庄原市民会館　大ホール
　入場料　一般前売り１，０００円（当日１，２００円） 
　チケット販売所　庄原市民会館、食彩館しょうばらゆめさくら、ジョイフル、
　　　　　　　　　ザ・ビッグ庄原店、ウイル西城
　※庄原市民会館での購入に限り友の会会員の方は10％割引
　※小中高校生は無料（要整理券・全席自由）　
　※未就学児の入場はご遠慮ください。
　※無料の託児サービスをご利用ください。（要予約）

　問い合わせ　ＮＰＯ法人庄原市芸術文化センター　☎０８２４- ７２- ４２４２
　　　　　　　生涯学習課社会教育係　　　　　　　☎０８２４- ７３- １１８８

第一部　邦楽：敦盛さん
第二部　クラシック：ピアノ三重奏／木管五重奏
第三部　声楽合唱：オペラ「椿姫」ハイライト／凱旋の合唱
第四部　ジャズポップス：ビックバンド／ハワイアン／フラダンス
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お知らせ

回 日　時 講　座　名 講　師

1 6/23（火）
13:00～14:30 高齢期における保健福祉制度 保健福祉学部人間福祉学科付属診療センター

　教授　　住居　広士

2 6/26（金）
13:00～14:30 高齢期の食生活と食事のケア 保健福祉学部人間福祉学科

　准教授　　國定　美香

3 7/3（金）
13:00～14:30 認知症高齢者との関わりとケア 保健福祉学部人間福祉学科

　准教授　　國定　美香

4 7/7（火）
13:00～14:30 高齢期に備える社会資源 保健福祉学部人間福祉学科付属診療センター

　教授　　住居　広士

 

平成27年度　県立広島大学市民公開講座（前期）「高齢期を前に考えよう～生活と保健福祉制度」
　日本人の平均寿命の延びに伴い、高齢期はますます長くなっています。　いざ高齢期を迎えたとき、日々の
生活やもしものときにどうするかは、常に持ち続ける疑問ではないでしょうか。
　今回の講座は、テーマを「高齢期を前に考えよう～生活と保健福祉制度」と題し、県立広島大学保健福祉学
部での研究の一部を、市民の皆さんに公開します。高齢期をどのように過ごすか、考える一助としてください。

●とき　６月23日㈫～７月７日㈫　●ところ　県立広島大学庄原キャンパス2201　●定員　80 人
●申し込み　６月５日㈮から※電話、FAXまたは電子メールでお申し込みください。（住所・氏名・電話番号・年齢を明記）
講座日程

申し込み・問い合わせ　庄原市教育委員会	生涯学習課社会教育係　〒727-8501 庄原市中本町一丁目10 番1号
　　　　　　　　　　　☎0824-73-1188　Fax0824-73-1254　E-mail：syogai-syakai@city.shobara.lg.jp

※３回以上講座を受講した方には修了証を交付します。

庄原市制施行１０周年記念
宝くじ文化公演

由紀さおり・安田祥子
                      ファミリーコンサート
と　き　９月２日（水）　開演１９時　( 開場１８時３０分)
ところ　庄原市民会館大ホール
入場料（全席自由） 　一般　　　　２，５００円（当日３，０００円）
　　　　　　　　    高校生以下　１，５００円（当日２，０００円）
　※宝くじの助成により、特別料金になっています。
　※庄原市民会館友の会会員割引は適用になりません。
　※無料の託児サービスをご利用ください。（要予約）
　※前売りで完売の場合、当日券の販売はありません。
前売り開始日　６月２０日（土）
チケット販売所
庄原市民会館、食彩館しょうばらゆめさくら、ジョイフル、ザ・ビッグ
庄原店、ウイル西城
問い合わせ
ＮＰＯ法人庄原市芸術文化センター　☎０８２４‐７２‐４２４２
生涯学習課社会教育係　　　　　　 ☎０８２４‐７３‐１１８８
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Information

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

初
夏
の
花
物
語

　６
月
28
日
㈰
ま
で
の
期
間

「
初
夏
の
花
物
語
」
と
し
て
、

こ
の
時
期
に
咲
く
花
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　シ
ャ
ー
レ
ポ
ピ
ー
、
ハ
ナ

ビ
シ
ソ
ウ
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
、

ラ
ー
ク
ス
パ
ー
、
サ
サ
ユ
リ
な

ど
初
夏
を
彩
る
花
が
次
々
に

開
花
し
て
い
ま
す
。

【
代
表
的
な
花
】

○
シ
ャ
ー
レ
ポ
ピ
ー

　鮮
や
か
な
赤
が
印
象
的
な

ポ
ピ
ー
で
す
。

見
頃

　６
月
上
旬
頃

○
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ

　ひ
し
形
の
オ
レ
ン
ジ
色
の

花
が
特
徴
で
す
。

見
頃

　５
月
中
旬
～
６
月
中

旬
頃

○
ラ
ー
ク
ス
パ
ー

　花
を
穂
状
に
立
ち
上
げ
、
千

鳥
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
チ

ド
リ
ソ
ウ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

見
頃

　６
月
上
旬
～
中
旬
頃

											

【
サ
サ
ユ
リ
】

　公
園
で
は
希
少
性
の
あ
る「
サ

サ
ユ
リ
」
の
保
全
・
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「サ
サ
ユ
リ
」
の
名
前
は
葉
の

形
が
「
笹
（
サ
サ
）」
に
似
て
い

る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
花
は

淡
い
ピ
ン
ク
色
で
甘
い
香
り
が

し
ま
す
。

と
こ
ろ

　北
入
口
み
の
り
の
里

（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
国
兼

か
ら
約
５
分
）

公
開
期
間

　６
月
中
旬
～
下
旬

頃
見
込
み
（
開
花
期
間
の
み
公
開
）

※
花
の
開
花
状
況
は
、
天
候
な

ど
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

●
ほ
た
る
鑑
賞
会

と
き

　６
月
13
日
㈯

17
時
～
21
時

※
入
園
は
20
時
ま
で

と
こ
ろ

　ひ
ば
の
里

●
ラ
ー
ク
ス
パ
ー
の
切
り
花

体
験

と
き

　６
月
13
日
㈯

13
時
～
15
時

と
こ
ろ

　花
の
広
場

●
遊
び
の
楽
校
ピ
ザ
作
り
体
験

と
き

　６
月
13
日
㈯

11
時
～
15
時

と
こ
ろ

　備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

参
加
費

　５
０
０
円
（
１
枚
）

※
限
定
20
枚

　
　

●
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池

と
き

　６
月
の
土
・
日
曜
日

と
こ
ろ

　備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

※
い
ず
れ
も
入
園
料
、駐
車
料

別
途
必
要

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ササユリ

国営備北
丘陵公園
だより

初夏の花が咲いています！！

備北公園「初夏の花物語」
開催中！

ラークスパー

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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お知らせ

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　７月９日（木）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://www.kunchi-ichi.jp

７月

口和郷土資料館  ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

71cm

SW/VR

周波数表示

選局指針

選局ツマミ

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

６月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室　木のタペストリー（のれん形）
　と　き　６月19日㈮
　　　　　９時30分～15時30分（昼休憩あり）
　参加費　4,300円　
　定　員　７人
○草木染め教室
　（変わり織りの麻でテーブルセンターを染める）
　と　き　６月22日㈪
　　　　　①9時～12時　②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円
　定　員　①②各12人
▶展示・イベント
○庄原茶道連盟　お茶会
　と　き　６月21日㈰
　ところ　交流ホール

▶お知らせ
食彩館しょうばらゆめさくらでは、エントランス
ホールで作品などの展示をする方を募集していま
す。使用料は無料ですが、営利目的の利用はできま
せん。また、日程、利用内容などによってはお断り
する場合もありますのでご了承ください。何かご不
明な点などありましたら、お気軽にお電話ください。

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。

第３回甲実務書道教室作品展
とき　７月９日㈭～12日㈰
　　　　10時～17時　（12日のみ10時～15時）
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

☎ 0824-75-4411

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

と　き　６月 22 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　フェニックス（大正琴）岩澤幸子（いわざわさちこ）・
小山（こやま）なぎさ・山本啓子（やまもとけいこ）
演奏曲目　「じょんから女節」・「愛の讃歌」ほか

▶フェニックス・・・「音楽魂」をモットーに、心から音楽を愛し、
友情の和を大切に、個性を生かし、心の響きと感動を大正琴の音
色で伝えるため結成。琴伝流コンサートに毎年出演し、山口県岩
国市主催の大正琴春のコンサートを隔年５月に開催。全国各地の
イベントに出演し、現在も精力的に活動中。

これは腕時計！？実は、昭和３０年中頃に発売された腕時計
そっくりの「面白ラジオ」で、中には“トランジスターラジオ”
が収まっています。メーカー名は不明です。
本体は丈夫なアルミ製に金メッキが施されて、大きな腕時計
の形をしています。時計の文字盤に相当する上半分に中波の周
波数が表示されており、中央のツマミは選局用、リューズの部
分は電源スイッチと音量ツマミです。大きなベルトを伸ばすと
７１ｃｍにもなり、小学生低学年位の子どものお腹にこのベルト
を巻くと、まるでチャンピオンベルトです。これは飾り用（？）
として、“遊び心”でデザインされているため、機能性は悪く携
帯するには不向きでした。
内部には初期のトランジスター６石（トランジスターの数は“石”
と表記）が小型化された部品と共に組み込まれ、電源は９Ｖの
乾電池１個を使います。直径４ｃｍの小型スピーカーを内蔵し、
裏側にはイヤーホンジャックもありイヤホーンでも聴けます。中
波放送専用でＮＨＫやＲＣＣのラジオ放送が一般のラジオと同
様に受信できますが、音量はそれほど大きくありません。
このラジオに使われているトランスやコンデンサー・抵抗など
の電子部品は、真空管時代には大きなものでした。トランジスター
が出現し小型で性能の良い部品が開発されてからは、このよう
なユニークな変り種ラジオをはじめ、機能や音質などが優れた
ポケット型、そして使い易く実用的な家庭用のトランジスターラ
ジオが広く普及していきます。その後、トランジスターなどの半
導体や部品の性能が向上して、短波やＦＭ放送も聴ける高性能
なものへと進化し、日本の代表的な製品として海外にも多く輸
出されていました。この時代の電子技術は、日本のエレクトロニ
クス技術（産業）発展の原点といえます。

腕時計型トランジスターラジオ
面白ラジオ

伸ばした形

大きさ：文字盤直径11.5cm、厚さ4cm、全長71cm、重さ600g
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休日診療のご案内

●東城地域

６月・７月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶今月は、公共施設の更新問題を取り上げました。重
たいテーマなので目をそらしてしまいがちですが、
これは避けては通れない問題です。公共施設は私た
ちの税金で建てられ、維持管理にかかる経費も税金
で賄われています。みんなの財産だからこそ、みんな
でこの問題を考えていく必要があると思います。本
市の将来のため、ぜひ多くのご意見をお寄せくださ
い。さて、６月になると、梅雨入りが気になり始めま
す。毎年のことですが、災害への備えをしておきま
しょう。19 ページを参考に農業用施設の点検もお願
いします。
▶今回の表紙の撮影に、グラウンドゴルフをされて
いるところにお邪魔しました。地域の皆さんが楽し
そうに仲良くスポーツをされている姿を見て、見
ているこちらも楽しくなり、またうらやましいよう
な気持ちにもなりました。体を動かし、人に会い、お
しゃべりをすると、こころもからだも元気になる気
がします。庄原市では「市民ひとり１スポーツの推
進」をかかげ、生涯スポーツ社会の実現を目指してい
ます。私も、いくつになっても楽しくスポーツ活動を
したいものです。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

6月28日㈰ ザ・ビッグ庄原店 11時30分～15時

7 月 2 日㈭ 広島県立農業技術大学校 10時～12時

7 月 2 日㈭ 土井木工㈱庄原工場 14時～15時30分

6月14日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
21日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
28日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

7月5日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
12日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

人の動き （庄原市の人口） 

平成27年４月末現在

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[住民基本台帳登載人口]
人口　３７，８９７人（前年比－７３８人）　
男　　１７，９５９人（前年比－３２８人）　
女　　１９，９３８人（前年比－４１０人）　
世帯数　１５，９２６世帯（前年比－６世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３２３人（前年比＋３６人）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

毎年６月は『食育月間』です
　国は毎年６月を『食育月間』と定め、食育の推進に取り組んでいます。
　市でも、市民の皆さんが日ごろの食事を振り返る期間となるよう
取り組んでいきたいと考えています。本年度は高血圧・糖尿病など
の生活習慣病の予防に効果のある『減塩』を、今まで以上に勧めて
いきたいと思います。
　１年後、５年後の未来の自分をつくるのは今の食事です。「バラン
スよく毎日３食食べる」、「減塩に心がける」、「家族みんなで食事を
する」など、今できることを実践・継続していきましょう。

　数年前から『乳
にゅうわしょく

和食』が減塩料理の一つとして TV や新聞などで
も取り上げられています。食育月間に牛乳を使った減塩料理を試し
てみませんか。

ニンニク・玉ねぎ・ねぎ・ニラ
などのアリシン

レシピの
紹介 ポテトサラダ

●材料（２人分）
じゃがいも…２個：250ｇ（角切り）
にんじん…１/ ２本：60ｇ（いちょう切り）
牛乳…約 200cc（ひたひたにかぶるくらい必要）
きゅうり…１/ ３本：50ｇ（輪切り）
すし酢…小さじ２
こしょう…少々
※一人当たりの塩分：0.3 ｇ

ツクルン

作
り
方

① フライパンにじゃがいもとにんじんを入れ、
牛乳を加えてクッキングシートで落し蓋をす
る。中火で煮立てながら 10 分煮たら、落し蓋
をとって水分をとばす。
② ①が熱いうちにすし酢をからめ、こしょうを
ふる。
③ きゅうりをキッチンペーパーに包んで水分
を絞り、②に加え混ぜ合わせる。

牛乳減塩レシピを上手に作るポイント

＊牛乳は成分無調整の牛乳を使う
＊表記の分量を守る
＊ホーロー鍋かフッ素樹脂加工のフライパンを使用（焦げ付きにくい）
＊火加減に注意（中火～弱火）
＊落し蓋はクッキングシートを使う（蒸気を通すものが最適）

参考図書：牛乳たすだけ減塩レシピ　著者　小山浩子

 

塩分摂取量目標値（ｇ）/日 
男性 8.0g 

女性 7.0ｇ 
 

実際の塩分摂取量は 
「約 10～12g」と 

とり過ぎ傾向にあります 
 

塩分摂取量目標値（ｇ）/日
男性　8.0g　　女性　7.0ｇ

実際の塩分摂取量は
「約10～12g」と
とり過ぎ傾向にあります
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庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

　

●

●

フレスタ

トーエイ

東城IC
314

182

314 松田屋

お食事処　松田屋
所　東城町東城 283-4
☎　08477-2-0220
営　11：00 ～14：00、16：30 ～21：00
休　火曜日

取り扱う市内産食材

なぜ、地産地消推進店に登録しようと
思ったのですか？
　地元産の食材をもとに、安心で豊か
な食事を提供することをモットーにして
いるので、登録しようと思いました。

お店の推進店としてのこだわりは？
　丁寧にダシとスープを作り、それを

ベースにすべて手作りで味をアレン
ジしているため、おいしいと言ってい
ただけることを目指しています。

皆さんへ一言
　お客さまに喜んでいただけるよう
頑張っていますので、ぜひご来店く
ださい。 ▲おすすめ　広島牛の牛すじ

牛肉・米・野菜・卵
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●店長の今岡文恵さんに聞きました
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。▲ホームから「おっ！庄原駅前フェスタ」のステージを望む（平成 27年５月21日撮影）
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